
『麗情集』「長恨歌伝｣と『文集』「長恨歌伝」
            附 ： 澤 崎久 和 評

下 定 雅 弘

は じ め に

「 長 恨 歌 」 (以 下 「 歌 」 と 略 称 )の 主 題 を 考 え る に あ た っ て は 、 「 長 恨 歌 伝 」

と の 比 較 及 び 両 者 の 関 係 を 探 る こ と が 必 須 の 作 業 で あ る 。そ の 際 、｢長 恨 歌 伝 ｣

は 、 『 文 集 』 巻 十 二 で 「 長 恨 歌 伝 」 を 前 に 置 き 、 そ の 後 に 「 歌 」 を 配 置 し た

白 居 易 自 身 の 編 集 意 図 を 尊 重 し 、 『 文 集 』 所 収 の ｢長 恨 歌 伝 ｣ (以 下 「 伝 」と 略

称 )を 対 象 と す る べ き で あ る 。 私 は 、 こ の 作 業 を 、 「 「 長 恨 歌 伝 」 を ど う 読 む

か ？ ― 楊 貴 妃 像 の 検 討 を 中 心 に ― 」 (「 岡 山 大 学 文 学 部 紀 要 」 52、 2009 .1 2。

以 下 、 「 前 稿 」 と 略 称 )で 行 っ た 。

「 前 稿 」 の 結 論 を 簡 単 に 述 べ て お く 。 「 歌 」 が 玄 宗 の 貴 妃 へ の 愛 の 深 さ と

貴 妃 を 失 っ た 痛 恨 を 詠 う こ と で 、 愛 の 無 限 の 力 へ の 感 嘆 を 示 す の に 対 し て 、

「 伝 」 は 、 天 子 を 誘 惑 す る 「 尤 物 (絶 世 の 美 女 )」 貴 妃 を と が め 、 こ れ に 溺 れ

て し ま っ た 天 子 た る 玄 宗 を 戒 め て 、 世 の 乱 れ を 防 ぐ 目 的 で 書 か れ た も の で あ

る 。 し た が っ て 、 「 伝 」 は 各 処 で 貴 妃 に 対 し て 冷 た く 批 判 的 な 筆 致 で 、 そ の

悪 女 性 を 強 調 し て い る 。

こ の 「 前 稿 」 の 執 筆 過 程 に お い て 、 『 文 苑 英 華 』 巻 七 九 四 「 長 恨 歌 伝 」 の

後 に 、 「 此 の 篇 は 又 た 麗 情 集 （ １ ） 及 び 京 本 大 曲 に も 見 ゆ 。 頗 る 異 同 有 り 、

並 び に 後 に 録 す 」と の 前 書 き が あ っ て 付 さ れ て い る「 長 恨 歌 伝 」(以 下 、「 麗 」

と 略 称 )と の 比 較 が 、「 伝 」の 記 述 の ね ら い や 表 現 の 特 徴 を 明 ら か に す る 上 で

極 め て 有 効 で あ る こ と に 気 づ い た 。

『 太 平 広 記 』 巻 四 八 六 に も 「 長 恨 伝 」 （ ２ ） が 載 る が 、 こ れ は 本 文 は ｢伝 ｣

と ほ ぼ 同 じ で あ り な が ら 、 成 立 事 情 を 記 す 末 尾 の 識 語 の 箇 所 に 大 き な 異 同 が
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あ る 。 「 麗 」 は 、 全 体 に わ た っ て 、 各 処 に 主 題 そ の も の に 関 わ る 相 違 が あ る

の で あ る 。 拙 文 で は 、 「 麗 」 と 「 伝 」 の 比 較 に 力 を 注 ぎ 、 『 太 平 広 記 』 所 収

「 長 恨 伝 」 の 検 討 は 後 日 の 課 題 と す る 。

「 伝 」 と 「 麗 」 と の 比 較 の 作 業 は 、 日 本 で は す で に 、 竹 村 則 行 『 楊 貴 妃 文

学 史 研 究 』 (研 文 出 版 、 2003.1 0 )Ⅰ .一 .三 「 ｢長 恨 歌 ｣と ｢長 恨 歌 伝 ｣」 (初 出 は

1995。 以 下 「 竹 村 」 と 略 称 )及 び 澤 崎 久 和 「 「 麗 情 集 」 所 収 「 長 恨 歌 伝 」 に つ

い て 」 (「 東 洋 古 典 学 研 究 」 5、 1998 . 5。 以 下 「 澤 崎 」 と 略 称 )が 、 こ れ を 行 っ

て い る 。

「 竹 村 」 に つ い て は 、 拙 文 「 「 長 恨 歌 」 の 現 在 ― 「 李 夫 人 」 と の 異 同 に 着

目 し つ つ ― 」 (「 岡 山 大 学 文 学 部 紀 要 」 47、 2007 .7。 以 下 「 前 前 稿 」 と い う )

で す で に 言 及 し た が 、 今 「 麗 」 (「 竹 村 」 で は B 本 )と 「 伝 」 (「 竹 村 」 で は A

本 )と に 対 す る「 竹 村 」の 見 解 の 結 論 の み を 記 し て お く 。(イ )「 麗 」は 、「 伝 」

に 比 べ て 四 字 句 を 頻 用 し 文 意 が 生 硬 。 「 伝 」 は 「 麗 」 を 基 本 に し て 推 敲 し た

も の だ 。（ ロ ）引 用 さ れ た 諺 語 ･箴 語 を 見 る に 、 「 麗 」で は く ど い と 思 わ れ る

表 現 を 「 伝 」 は 簡 明 に し て い る 。 （ ハ ） 識 語 の 問 題 。 「 伝 」 の 方 が 「 麗 」 に

比 べ て 、 場 面 が 具 体 的 で あ り 、 物 語 風 で 分 か り や す く 潤 色 さ れ て い る 。

「 竹 村 」 の 指 摘 は そ の 可 能 性 も あ る が 、 そ う だ と 断 定 し う る ほ ど 強 力 な 証

拠 が あ る も の で は な い 。 (イ )(ロ )(ハ )の い ず れ も が 、 ｢伝 ｣を 先 と す る 立 場 と

の 間 で 水 か け 論 に 終 わ る 性 質 の も の だ と 思 う 。

「 澤 崎 」 の 大 要 を 記 し て お く 。 （ 一 ） 「 伝 」 (「 澤 崎 」 で は 甲 )と 『 太 平 広

記 』 巻 四 八 六 所 収 の 伝 と は 末 尾 の 識 語 に 大 き な 相 違 が あ る 以 外 、 本 文 自 体 に

は さ ほ ど の 異 同 は な い 。 こ れ に 対 し て 「 伝 」 な い し 『 太 平 広 記 』 所 収 の ｢長 恨

伝 ｣と 「 麗 」 (「 澤 崎 」 で は 乙 )と の 間 の 異 同 は 大 き い 。 （ 二 ） 「 麗 」 は 時 代 設

定 に お い て 漢 と 唐 と を 混 在 さ せ て お り 、 「 歌 」 の 漢 と 「 伝 」 の 唐 と の 中 間 に

位 置 す る 。 （ 三 ） 「 麗 」 は 「 伝 」 に 比 べ て 、 楊 貴 妃 と 玄 宗 と の 愛 情 の 悲 劇 を

強 調 す る 内 容 に な っ て い る 。 （ 四 ） 「 麗 」 は 、 四 字 句 と 対 句 を 多 用 し 、 時 に

平 仄 ･押 韻 の 配 慮 を 見 せ る 。「 麗 」の 文 体 は 、「 伝 」に 比 べ れ ば 事 柄 の 叙 述 よ

り も 情 景 や 事 態 の 描 写 に 傾 く 。 「 麗 」 は 韻 文 的 で 描 写 性 の 高 い 表 現 を 随 所 に

取 り こ ん で 、 「 歌 」 の も つ 抒 情 性 に 近 づ い て い る 。 （ 五 ） 「 歌 」 と 「 伝 」 と

の 間 に は 一 致 す る 表 現 は ま れ だ が 、 「 歌 」 と 「 麗 」 と の 間 に は 明 ら か な 継 承
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関 係 が 見 ら れ る 。 「 麗 」 は 「 伝 」 よ り 後 出 で 、 「 伝 」 と 「 歌 」 と に 拠 っ て 成

っ た も の と 考 え る 。 「 麗 」 が 成 立 し た の は 、 宋 に 入 っ て 以 後 、 張 君 房 が 『 麗

情 集 』 を 編 纂 す る ま で の 間 だ ろ う 。

中 国 で は 、 周 相 録 『 ≪ 長 恨 歌 ≫ 研 究 』 (巴 蜀 書 社 、 2003. 10。 以 下 、 『 周 』

と 簡 称 す る )が 、第 二 章「「 ≪ 長 恨 伝 ≫ 版 本 校 訂 」(34～ 66 頁 )に お い て 比 較 作

業 を 行 っ て い る 。『 周 』は 主 と し て 、①「 麗 」が「 歌 」の 主 旨 に 近 い 、②「 麗 」

が 史 実 と の 齟 齬 が 少 な い 、 の 二 つ の 理 由 に よ っ て 、 「 麗 」 が 陳 鴻 の 原 作 に 近

く 、 ｢伝 ｣(『 文 集 』 及 び 『 文 苑 英 華 』 所 収 の 作 )と 『 太 平 広 記 』 所 収 の も の が

後 出 だ と 結 論 し て い る 。（ ３ ） 『 周 』の 個 々 の 見 解 に は 参 考 す べ き 点 が 少 な

く な い が 、 私 と は 「 歌 」 と ｢伝 ｣の 関 係 に つ い て の 基 本 的 な 見 方 が 異 な る 。

「 竹 村 」 「 澤 崎 」 『 周 』 の 具 体 的 な 指 摘 に つ い て は 、 以 下 、 必 要 に 応 じ て

言 及 す る 。

拙 文 は 、 も っ ぱ ら 、 「 麗 」 の 文 の 展 開 に 即 し 、 主 題 の 問 題 に 密 着 し て 論 を

進 め る 。 こ こ か ら 自 ず か ら 、 ｢伝 ｣と 「 麗 」 の 先 後 問 題 に つ い て も 、 一 定 の 見

方 を 提 示 す る こ と が で き る 。

「 伝 」 と 「 麗 」 ― 各 段 落 の 比 較 ― *

  *以 下 、澤 崎 久 和「『 文 苑 英 華 』所 収『 麗 情 集 』「 長 恨 歌 伝 」の 本 文 に つ い て 」 (「 白

居 易 研 究 年 報 」 1 1、 2 0 1 0 . 1 2 )が 、 拙 文 の 『 麗 情 集 』 「 長 恨 歌 伝 」 の 文 字 に つ い て 記 す

  高 見 を 附 載 す る 。 指 摘 は 私 の 分 段 [ 1 ] [ 4 ] [ 6 ] [ 7 ] [ 1 0 ] [ 1 1 ] の 文 字 、 計 7 箇 所 に つ い て

  な さ れ て い る 。異 論 の あ る 箇 所 は「 麗 情 集 本 」原 文 に 下 線 を 施 し【 澤 崎 】と し て 示 す 。

「 伝 」 と 「 麗 」 と の 比 較 を 各 段 落 に つ い て 行 お う 。

「 伝 」 （ ４ ） と 「 麗 」 の 双 方 の 原 文 を 段 落 ご と に 挙 げ 、 「 麗 」 の 訓 読 と 訳

を 示 し て 比 較 を 行 う 。 作 業 の 便 の た め 、 段 落 冒 頭 に 算 用 数 字 を 付 し て 第 何 段

落 か を 示 す 。

「 麗 」 の 原 文 中 [ ]で 示 す の は 、 原 文 で は 意 味 が 通 じ な い の で 、 音 や 字 形 の

類 似 に よ る 誤 り と み な し 、 そ の 文 字 が 適 切 で あ ろ う と の 判 断 を 示 す (「 澤 崎 」

を も 参 照 し た )。

語 注 は 本 文 注 の 後 に 記 す 。 注 を 付 け る 語 に は 、原 文 中 に *を 付 し た 。拙 文 の

論 の 展 開 に 必 要 な 範 囲 に 留 め て い る 。
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[0 ]

[麗 ]此 篇 又 見 麗 情 集 及 京 本 大 曲 ｡頗 有 異 同 、 並 錄 于 後 ｡

こ の 一 文 は ｢伝 ｣に は な い ｡｢伝 ｣と「 麗 」の 段 落 番 号 を 一 致 さ せ る た め に 0 段

落 と す る ｡

[1]

[伝 ]開 元 中 、 泰 階 平 ､四 海 無 事 ｡玄 宗 在 位 歲 久 、 勌 於 旰 食 宵 衣 。 政 無 小 大 、

始 委 於 右 丞 相 。 稍 深 居 遊 宴 、 以 聲 色 自 娛 ｡先 是 元 獻 皇 后 、 武 淑 妃 皆 有 寵 、 相 次

即 世 。 宮 中 雖 良 家 子 千 萬 數 ､無 可 悅 目 者 ｡上 心 忽 忽 不 樂 。

[麗 ]開 元 中、六 符 炳 靈 *､四 海 無 波 ｡禮 樂 同 ､人 神 和 ｡天 子 在 位 歲 久、 倦 於 旰 食

*。 始 委 國 政 於 右 丞 相 *。 端 拱 *深 居 、 儲 思 *國 色 ｡先 是 元 獻 皇 后 *、 武 惠 妃 *皆 有

寵 、 相 次 夢 謝 。 宮 侍 無 可 意 者 ｡上 心 怱 怱 [忽 忽 ]焉 *不 自 樂 。

[訓 ]開 元 中 、 六 符
へ い れ い
炳 霊 し 、 四 海 波 無 し 。 礼 楽

ひ と
同 し く 、 人 神 和 す 。 天

子 在 位 す る こ と
と し
歳 久 し く し て 、

か ん し ょ く
旰 食 に 倦 む 。 始 め て 国 政 を 右 丞 相 に

ゆ だ
委 ぬ 。 端 拱 深 居 し て 、 国 色 を

ち よ し
儲 思 す 。 是 れ に 先 ん じ て

げ ん け ん
元 献 皇 后 、 武

け い ひ
恵 妃 皆 な 寵 有 り 、相 い 次 い で

ぼ う し や
夢 謝 す 。宮 に

は べ
侍 る に

お も
意 う 可 き 者 無 し 。

上 が 心 は
こ つ こ つ え ん
忽 忽 焉 と し て

お の ず か
自 ら 楽 し ま ず 。

[訳 ]開 元 年 間 、 天 空 に か か る 泰 階 六 星 は 霊 の 力 を 輝 か し て お り 、 四 海 に は

波 も な く 平 穏 無 事 だ っ た 。 礼 と 楽 と は 等 し く 力 を 発 揮 し 、 人 と 神 も 和 や か な

関 係 に あ る （ す な わ ち 全 世 界 が 平 和 だ っ た ） 。 天 子 は 長 い あ い だ そ の 位 に 在

っ て 、 遅 く 食 事 を と る な ど し て 日 夜 政 務 に 励 む こ と に 飽 き て し ま い 、 国 政 を

右 丞 相 に 任 せ 、 宮 中 の 奥 に 引 き こ も っ て 、 ひ た す ら に 国 一 番 の 美 女 を 得 た い

も の と 思 う よ う に な っ た 。 こ れ よ り 前 、
げ ん け ん
元 獻 皇 后 や

ぶ
武 恵 妃 が 寵 愛 を 受 け

て い た の だ が 、 相 次 い で は か な く 世 を 去 っ て い た 。 宮 中 に 侍 る 者 に は 気 に 入

る 女 が 誰 も い な い 。 陛 下 は 失 意 に 陥 り 鬱 々 た る 日 々 を 過 ご さ れ て い た 。

【 澤 崎 】 「 夢 [薨 ]謝 」 ― 傅 校 (傅 増 湘 撰 『 文 苑 英 華 』 校 記 )・ 明 鈔 本 麗 情

集「 伝 」と も に「 薨 」に あ る の に 従 う 。汪 本 (汪 辟 疆『 唐 人 小 説 』)・周 本 (周

相 録 『 ≪ 長 恨 歌 』 研 究 』 )は す で に 「 薨 謝 」 に 改 め 張 本 (張 中 宇 『 白 居 易 ≪

長 恨 歌 』研 究 』)及 び 下 定 論 文 (本 稿 )は「 夢 謝 」の ま ま と す る 。下 定 氏 の 訳

文 は 、 「 は か な く 世 を 去 っ て い た 」 (七 六 頁 )。 し か し 、 「 夢 謝 」 の 用 例 は
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容 易 に は 見 出 し が た い 。こ れ に 対 し て 身 分 あ る 者 の 死 去 を 意 味 す る「 薨 謝 」

は 、『 陳 書 』巻 三 五 、陳 宝 応 伝 に 、「 征 南 薨 謝 、上 策 無 忌 、 周 南 餘 恨 、嗣

子 弗 忝 」と あ り 、『 旧 唐 書 』巻 一 七 六 、崔 亀 従 伝 に 、「 龜 從 又 以 大 臣 薨 謝 、

不 於 聞 哀 日 輟 朝 」 と あ る な ど 、 散 見 す る 。 皇 妃 の 死 に は 、 「 薨 謝 」 が ふ さ

わ し い 。

両 者 、文 の 内 容 に 大 き な 異 同 は な い 。い ず れ も 、天 下 太 平 に 飽 き た 天 子 が 女

色 に ふ け る こ と を 述 べ 、 心 に か な う 女 が い な い た め に 、 鬱 々 た る 日 々 を 過 ご

す こ と を 述 べ る 。 た だ し 、 「 麗 」 は 、 「 天 子 在 位 歲 久 、 倦 於 旰 食 」 と 述 べ て 、

こ こ に 玄 宗 の 語 が な い 。 「 伝 」 が 玄 宗 の 名 を 明 記 す る の と は ち が う 。こ れ は 、

「 伝 」 が 史 実 を 利 用 し つ つ (史 実 に 忠 実 な の で は な い 、 「 前 稿 」 を 見 よ )、 玄

宗 を 咎 め 、 「 尤 物 」 批 判 を 展 開 し よ う と す る 姿 勢 の 表 れ で あ る 。 こ れ に 対 し

て 、 「 麗 」 で は 、 以 下 に も 見 る よ う に 、 天 子 へ の 批 判 は 極 め て 弱 い 。

な お 、『 周 』は ｢伝 ｣に「 武 淑 妃 」と あ る こ と に つ い て 、新 旧 両 唐 書 に 、「 武

恵 妃 」 と 明 記 す る 例 等 を 挙 げ て (語 注 「 武 恵 妃 」 を 見 よ )、 「 淑 妃 」 と す る の

は 唐 代 の 典 礼 制 度 を 知 ら な い 人 間 が 誤 っ て 書 き か え た も の だ し (『 周 』 48.49

頁 )、こ れ を も っ て 「 麗 」 が 陳 鴻 原 作 に 近 く 、 ｢伝 ｣が 後 出 だ と 見 る 根 拠 の 一 つ

と す る 。 だ が 、 『 周 』 が 述 べ る よ う に 、 后 妃 の 制 度 は 、 開 元 中 、 「 四 妃 (貴 妃

･淑 妃 ･徳 妃 ･賢 妃 )」 の 制 か ら 「 三 妃 (恵 妃 ･麗 妃 ･華 妃 )」 の 制 に 変 わ り 、 そ れ

が 天 宝 四 年 以 前 に ま た 、 「 貴 妃 」 を 加 え て 「 四 妃 」 に も ど す （ ５ ） と い う よ

う に め ま ぐ る し く 動 い て い る の で あ り 、 陳 鴻 が 思 い 違 い を し 、 白 居 易 も こ れ

に 気 づ か な か っ た 可 能 性 も あ る 。 逆 に 、 『 文 集 』 所 載 の ｢伝 ｣が 後 出 で 、 陳 鴻

原 作 に 近 い「 麗 」を 書 き か え た も の だ と す る な ら (後 述 す る よ う に 、そ れ は 元

和 元 年 [806]冬 か ら 長 慶 四 年 [824]の 『 長 慶 集 』 成 立 ま で の 間 の 、 白 居 易 と 陳

鴻 を 含 む 友 人 た ち の 間 で の で き ご と で あ る は ず )、 (白 居 易 ･陳 鴻 ら は )「 麗 」

が 正 し く 「 恵 妃 」 と し て い る も の を 、 な ぜ わ ざ わ ざ 「 淑 妃 」 に 誤 つ の か ？ そ

の 方 が 不 自 然 で は な い だ ろ う か 。 私 は 、 「 麗 」 が ｢伝 ｣の 誤 り に 気 づ き 、 こ れ

を 正 し た も の と 見 る 。

[2]

[伝 ]時 每 歲 十 月、駕 幸 花 清 宮。内 外 命 婦、焜 燿 景 從。浴 曰 餘 波、 賜 以 湯 沐 。

春 風 靈 液 、 澹 蕩 其 間 。 上 心 油 然 、 怳 若 有 遇 。 顧 左 右 前 後 、 粉 色 如 土 。 詔 高 力

士 潛 搜 外 宮 、 得 弘 農 楊 玄 琰 女 於 壽 邸 。

[麗 ]時 歲 十 月 、 駕 幸 驪 山 之 華 清 宮 、 浴 于 溫 泉 。 内 外 命 婦 *、 熠 燿 *景 從 。 浴

曰 [日 ]餘 波 、 賜 以 湯 浴 。 靈 液 不 凍 、 玉 樹 早 芳 、 春 色 澹 蕩 、 思 生 其 間 。 上 心 油

然 、 恍 若 有 遇 。 顧 宮 女 三 千 、 粉 光 如 土 。 使 搜 諸 外 宮 、 得 弘 農 楊 氏 女 。

[訓 ]時 に 歳 十 月 、驪 山 の 華 清 宮 に 駕 幸 し 、温 泉 に 浴 す 。内 外 の 命 婦 、
ゆ う よ う
熠 燿

と し て
か げ
景 の ご と く 従 う 。 浴 日 の 余 波 、 賜 う に 湯 浴 を 以 て す 。 靈 液 凍 ら ず 、

玉 樹 は
と
早 く 芳 し く 、春 色 澹 蕩 、思 い 其 の 間 に 生 ず 。上 が 心 は 油 然 た り 、

こ う
恍 と
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し て
あ
遇 う 有 る が

ご と
若 し 。宮 女 三 千 を 顧 み る に 、粉 光 土 の 如 し 。

こ
諸 れ を 外 宮 に

さ が
捜 さ し む る に 、 弘 農 楊 氏 の

む す め
女 を 得 た り 。

[訳 ]時 に 十 月 、 陛 下 は 驪 山 の 華 清 宮 に 行 幸 さ れ 、 温 泉 で 湯 浴 み さ れ た 。 こ

れ に は 內 外 の
め い ふ
命 婦 が き ら び や か に 装 い 影 の よ う に つ き し た が っ て お り 、 天

子 が 湯 浴 み し た 後 に は そ の 残 り 湯 で 沐 浴 す る こ と が 許 さ れ た 。 霊 妙 な お 湯 は

凍 る こ と は な く 、 玉 の よ う に 美 し い 樹 に は 芳 し い 香 り が 立 ち の ぼ り 、 あ た り

に は 春 の 風 情 が た ゆ た う て 心 と き め き 、 天 子 は う っ と り と し て 、 何 か に 出 会

っ た よ う な 気 が さ れ た 。 だ が 宮 女 三 千 人 を 見 て も 、 お し ろ い を 塗 っ た ど の 顔

も 土 の よ う に く す ん で い る 。 そ こ で 宮 廷 外 の 御 殿 を 方 々 探 さ せ た と こ ろ 、 弘

農 の 楊 氏 の
む す め
女 を 見 つ け た 。

こ れ も 話 の 展 開 は ほ ぼ 同 じ で あ る 。 た だ し 、 「 上 心 油 然 」 、 誰 か は わ か ら

な い が こ れ は と い う 女 が い る よ う な 思 い が す る そ の 前 、 ｢伝 ｣は 「 春 風 靈 液 、

澹 蕩 其 間 」 と 二 句 で 片 づ け る が 、 「 麗 」 は 「 靈 液 不 凍 、 玉 樹 早 芳 、 春 色 澹 蕩 、

思 生 其 間 」と 、春 爛 漫 、愛 が 生 ま れ て 自 然 な 雰 囲 気 を た っ ぷ り と 描 い て い る 。

貴 妃 を 探 し 当 て る 最 後 の 一 文 、 「 伝 」 は 「 詔 高 力 士 潛 搜 外 宮 、 得 弘 農 楊 玄

琰 女 於 壽 邸 」 で あ り 、 「 麗 」 は 「 使 搜 諸 外 宮 、 得 弘 農 楊 氏 女 」 で あ る 。 こ れ

は 二 つ の 点 で 大 き く 異 な る 。 「 麗 」 に は 、 「 高 力 士 」 の 名 が な く 、 ま た 寿 王

の 邸 宅 に 見 出 し た こ と を 明 記 し な い 。 「 麗 」 は 、 「 伝 」 に 比 べ て 、 現 実 の 玄

宗 と 貴 妃 の 情 愛 譚 で あ る こ と を 離 れ 、 仮 構 性 を 強 め て い る 。 こ れ は 実 際 の 二

人 の 情 愛 に つ い て は 批 判 が 強 い の で 、 そ れ を 避 け て 、 よ り 強 く 情 愛 そ の も の

に 注 目 さ せ よ う と す る ね ら い に よ る だ ろ う 。単 に「 弘 農 楊 氏 女 」 と す る の は 、

「 歌 」3 句 が「 楊 家 有 女 初 長 成 」と す る の に 近 く 、「 楊 氏 女 」の 処 女 性 を に お

わ せ る 。 ま た 、 「 伝 」 の よ う に 寿 王 の 邸 宅 に 見 出 し た こ と を 明 記 す れ ば 、 わ

が 子 の 妃 さ え 自 分 の も の に し よ う と す る す 玄 宗 の 好 色 性 が 強 く 出 る 。 こ れ に

対 し 、「 麗 」 は 天 子 の 好 色 を 咎 め る 度 合 い を 、「 伝 」に 比 べ れ ば 弱 め て い る 。

な お 「 麗 」 に 見 え る 「 三 千 」 の 数 も 、 「 歌 」 19.20 句 に 「 漢 宮 華 麗 三 千 人 、

三 千 寵 愛 在 一 身 」 と 見 え る (「 澤 崎 」 が 、 す で に 「 歌 」 と 同 じ 、 ま た は 類 似 の

語 を 調 査 し て い る )。

「 麗 」 は 、 そ の 始 ま り か ら し で す で に 、 「 歌 」 の 主 旨 に か な り 近 い こ と を
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示 し て い る 。

な お こ こ で 、 『 周 』の 両 つ の 「 長 恨 歌 伝 ｣を 比 較 す る 態 度 を 確 認 し 、私 の 立

場 を 明 ら か に し て お こ う 。

『 周 』は こ の 一 段 に つ い て い う 、「「 文 」本 (「 伝 」を 指 す … … 下 定 。以 下 、

同 じ )「 長 恨 歌 伝 」は 云 う 、“ 顧 左 右 前 後 ､粉 色 如 土 ”と 、そ し て「 麗 」本「 長

恨 伝 」 は “ 顧 宮 女 三 千 ､粉 光 如 土 ” と す る 。 こ れ を 「 長 恨 歌 」 の “ 六 宮 粉 黛 無

顏 色 ” 、 “ 後 宮 佳 麗 三 千 人 ､三 千 寵 愛 在 一 身 ” と 比 べ る と ､あ き ら か に 後 者

(「 麗 」 )は さ ら に 「 長 恨 歌 」 の 本 来 の 意 に 近 づ い て い る 。 こ こ で 強 調 し て お

か ね ば な ら な い 。 「 長 恨 伝 」 (『 周 』 は 「 長 恨 伝 」 が 原 名 だ と す る 、 46 頁 )は

本 来 は 白 居 易 が 「 長 恨 歌 」 に 「 伝 」 す る こ と を 依 頼 し て で き た も の で あ り 、

多 く の 学 者 も そ れ を 「 長 恨 歌 」 を 散 文 化 し て 記 述 し た も の だ と 見 て い る 。 こ

の 点 が は っ き り し て い る 以 上 、 我 々 は 、 陳 鴻 の 原 作 は 当 然 「 長 恨 歌 」 に 近 い

は ず だ と 考 え て よ い の で あ り 、 改 め て こ の 問 題 を 考 え な お す 必 要 は な い 、 ま

し て や (陳 鴻 の 原 作 が )「 長 恨 歌 」 の 意 に 背 く こ と な ど あ っ て は な ら な い の で

あ る 。 私 の 考 察 に よ れ ば 「 文 」 本 「 長 恨 歌 伝 」 は 多 く の 箇 所 で 「 長 恨 歌 」 と

基 本 思 想 及 び 表 現 手 法 に お い て 原 則 が 一 致 し て お ら ず 、 は な は だ し く は 「 南

轅 北 轍 」 と い っ て い い ほ ど に 方 向 が 正 反 対 で あ る 。 た と え ば 、 上 に 引 い た 一

段 の 中 に 、 「 得 弘 農 楊 玄 琰 女 於 壽 邸 」 の 一 文 が あ る が 、 「 麗 」 本 「 長 恨 伝 」

に は 、 た だ 「 得 弘 農 楊 氏 女 」 と い う だ け で 、 全 く 楊 貴 妃 の 真 実 の 身 分 で あ る

「 楊 玄 琰 」 と 「 壽 邸 」 の 六 字 を 出 し て い な い 。 「 長 恨 歌 」 に は 云 う 、 「 楊 家

有 女 初 長 成 、 養 在 深 閨 人 未 識 」 と 。 … … 白 氏 は 李 ･楊 の 愛 情 を 比 較 的 純 粋 で 、

真 摯 な 基 礎 の 上 に 打 ち 立 て よ う と し た の で あ り 、 … … も し も 李 隆 基 の 寵 妃 が

彼 の 息 子 寿 王 李 瑁 の 妻 で あ る こ と を 明 ら か に す れ ば 、 い か な る 彼 ら の 愛 情 の

真 摯 と 清 潔 へ の 夢 も 粉 砕 さ れ て し ま い 、 作 品 中 で 彼 ら の 尽 き る こ と の な い 愛

と そ の 堅 固 さ を 歌 う こ と が で き な く な っ て し ま う 。 も し も 、 陳 鴻 が 意 識 的 に

白 氏 に そ む い て 読 者 に 史 実 を 示 し た の だ と す れ ば 、た だ 彼 自 身 が 強 調 し た「 予

所 據 ､王 質 夫 說 之 爾 」 (「 麗 」の 識 語 の 末 尾 )― 決 し て 史 実 で は な い ― と い う の

に 違 反 す る ば か り で は な く 、 「 但 傳 《 長 恨 歌 》 」 (「 伝 」 の 識 語 末 尾 )と い う

の と も 一 致 し な い こ と に な る 。 … … 」 (50.51 頁 )。

私 の 立 場 は 、 拙 文 の は じ め に 記 し た 。 ① 「 歌 」 と 「 伝 」 と は そ の 主 旨 が ち
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が う 。 「 歌 」 は 愛 の 無 限 の 力 へ の 感 嘆 を 詠 じ た も の で あ り 、 「 伝 」 は 天 子 を

誘 惑 す る 「 尤 物 」 を と が め 、 天 子 た る 者 が 「 尤 物 」 に 溺 れ て は な ら な い と の

訓 戒 を 述 べ た 作 で あ る 。 ② 「 伝 」 が 「 歌 」 の 本 意 と は 異 な る こ と を 述 べ て い

る の は 、 陳 鴻 の 原 作 が そ う だ っ た で あ ろ う し 、 ま た 作 品 が 広 範 な 読 者 を 獲 得

す る た め の 白 居 易 自 身 の 戦 略 だ っ た 。 当 時 の 規 範 的 常 識 と い え る 玄 宗 の 貴 妃

へ の 情 愛 へ の 批 判 的 な 見 方 を 示 す 解 説 即 ち ｢伝 ｣を 「 歌 」 の 前 に 置 く こ と に よ

っ て 、 白 居 易 は 広 範 な 読 者 (特 に 知 識 人 )の 普 通 の 見 方 を 吸 収 し て 、 こ れ を 一

種 の ク ッ シ ョ ン と し 、 そ の 上 で 、 「 歌 」 の 世 界 に つ き あ っ て く れ る よ う に と

考 え た の で あ る (詳 し く は 前 前 稿 を 見 よ )。

し た が っ て 、 『 周 』 の 指 摘 す る こ と ― 「 伝 」 は 「 歌 」 に 背 反 す る こ と が し

ば し ば あ る ― と い う の は 、個 別 に 、 現 象 と し て は 同 意 す る が 、 そ れ を も っ て 、

「 伝 」が 陳 鴻 の 原 作 で は な い 、 あ る い は 近 い も の で は な い 、と い う こ と に は 、

全 く な ら な い の で あ る 。

な お 、 「 伝 」 も 「 麗 」 も 識 語 の 末 尾 で 、 史 実 に 即 し て い る わ け で は な い こ

と を 強 調 す る 。 そ れ は 、 「 伝 」 は 史 実 を 利 用 し 改 変 し て 、 「 尤 物 を 懲 ら し 、

乱 階 を
ふ さ
窒 ぐ 」 目 的 を 果 た し て い る の で あ り 、 「 麗 」 は 、 で き る だ け 史 実 に

は 触 れ ず に 、 天 子 た る も の が「 尤 物 」 の 魅 力 (=魔 力 )の 虜 と な っ て し ま う こ と

へ の 感 嘆 を 表 現 し て い る か ら で あ る 。 史 実 と の 距 離 は 、 「 伝 」 と 「 麗 」 の 先

後 を 決 め る 材 料 に は な ら な い 。

[3]

[伝 ]既 笄 矣。鬒 髮 膩 理、纖 穠 中 度、舉 止 閑 冶、如 漢 武 帝 李 夫 人。 別 疏 湯 泉 、

詔 賜 澡 瑩 、 既 出 水 、 體 弱 力 微 、 若 不 任 羅 綺 、 光 彩 煥 發 。 轉 動 照 人 。 上 甚 悅 、

進 見 之 日 、 奏 霓 裳 羽 衣 以 導 之 。 定 情 之 夕 、 授 金 釵 鈿 合 以 固 之 。 又 命 戴 步 搖 、

垂 金 璫 。 明 年 冊 為 貴 妃 、 半 后 服 用 。 繇 是 冶 其 容 、 敏 其 詞 、 婉 孌 萬 態 、 以 中 上

意 、 上 益 嬖 焉 。

[麗 ]既 笄 矣 ｡綠 雲 生 鬢 、 白 雪 凝 膚 ｡渥 寥 [飾 ]光 華 。 纖 憹 [穠 ]有 度 *、 舉 上 [止 ]

閑 冶 、 如 漢 武 帝 李 夫 人 。 上 見 之 、 明 日 詔 浴 華 清 池 。 清 瀾 三 尺 、 中 洗 明 玉 。 蓮

開 水 上 、 鸞 舞 鑑 中 。 既 出 水 、 嬌 多 力 微 、 不 勝 羅 綺 。 春 正 月 、 上 心 始 悅 。 自 是

天 子 不 早 朝 、 后 夫 人 *不 得 侍 寢 。

[訓 ]既 に
こ う が い
笄 せ り 。綠 雲 鬢 に 生 じ 、 白 雪

は だ
膚 に 凝 る 。渥 飾 光 り 華 や



- 9 -

ぎ 、 纖 穠 度 有 り 。 舉 止
か ん や
閑 冶 に し て 、 漢 武 帝 李 夫 人 の 如 し 。 上 之 れ を 見 、

み よ う に ち
明 日 詔 し て 華 清 池 に

ゆ あ み
浴 せ し む 。清 き

な み
瀾 三 尺 、中 に 明 玉 を 洗 う が

ご と し 。 蓮 は 水 上 に 開 き 、 鸞 は 鑑 の 中 に 舞 う 。 既 に 水 を 出 ず れ ば 、 嬌 多 く 力

微 く し て 、 羅 綺 に さ え 勝 え ず 。 春 正 月 、 上 が 心 は 始 め て 悦 ぶ 。 是 れ
よ
自 り 天 子

は 早 朝 せ ず 、 后 夫 人 （ ６ ）
い
寝 ぬ る に

は べ
侍 る を 得 ず 。

[訳 ]彼 女 は 髪 に
こ う が い
笄 を 挿 し て す で に 適 齢 期 に 達 し て い た 。 頭 の 左 右 両

側 に は 豊 か な 黒 髪 が も り あ が あ り 、 肌 は 白 雪 が 凝 る よ う に な め ら か で 、 美 し

い 飾 り が 光 り か が や き 、 体 つ き は か よ わ す ぎ ず 豊 満 す ぎ ず 、 も の ご し は し と

や か で な ま め か し く 、 ま る で 漢 武 帝 の 李 夫 人 の よ う で あ っ た 。 天 子 は 彼 女 を

見 る と 、 翌 日 に は
み こ と の り
詔 し て 彼 女 に 華 清 池 の 湯 浴 み を 賜 っ た 。 貴 妃 が 入

っ た お 湯 の あ た り に は 清 い 波 が 三 尺 の 幅 ほ ど に お こ り 、 ま る で 輝 く 玉 を 洗 っ

て い る か の よ う で あ り 、 蓮 が 水 上 に 花 開 き 、 鸞 が 鏡 の 中 で 舞 っ て い る よ う で

も あ っ た 。 温 泉 を 出 る と 、 そ の 体 は な よ な よ し て 力 は 弱 く 、 う す ぎ ぬ を ま と

う の で さ え た え か ね る よ う な
ふ ぜ い
風 情 で あ る 。 春 正 月 、 天 子 は よ う や く お 喜 び

に な っ た 。 こ れ よ り 以 後 、 朝 早 く 宮 廷 に 出 て 政 を 行 う こ と は な く な り 、 後 宮

の 夫 人 た ち は 天 子 の 寝 所 に 侍 る こ と が な く な っ た 。

「 渥 寥 光 華 」 の 「 渥 寥 」 、 「 澤 崎 」 は 「 渥 飾 」 の こ と か と す る 。 ひ と ま ず 、

こ れ に 従 う 。 「 麗 」 は ､「 伝 」 よ り も 貴 妃 の 美 し さ を 描 く 点 で 工 夫 し て い る ｡

貴 妃 が 李 夫 人 の よ う に 美 し く 、あ で や か で あ る の を 描 く 所 ､「 伝 」 が 「 鬒 髮 膩

理 、 纖 穠 中 度 、 舉 止 閑 冶 」 と い う の に 対 し 、 「 麗 」 は 「 綠 雲 生 鬢 、 白 雪 凝 膚 ｡

渥 飾 光 華 ､纖 穠 有 度 、舉 止 閑 冶 」で あ る 。艶 や か な 黒 髪 と 、雪 の よ う に 白 い 肌 、

美 し く 輝 く 装 身 具 。 「 伝 」 の 描 写 よ り も 丁 寧 で 色 彩 も あ ざ や か で あ る 。

貴 妃 の 湯 浴 み の 時 の 美 し さ 、 そ の 描 写 は 「 伝 」 に は な く 、 「 麗 」 に は 「 清

瀾 三 尺 、 中 洗 明 玉 。 蓮 開 水 上 、 鸞 舞 鑑 中 」 と あ る 。 貴 妃 の 美 貌 の ゆ え に 、 あ

た り 全 体 が き ら び や か な 夢 の よ う な 情 景 に な っ て い る 。 な お 「 麗 」 が 貴 妃 の

肌 の 美 し さ を 「 雪 」 の 白 さ に 譬 え る の は 、 「 歌 」 88 句 に 「 雪 の
は だ
膚 え 花 の

か ん ば せ
貌

し ん し
参 差 と し て

こ
是 れ な り 」 と い う の と 共 通 し て い る 。「 伝 」 に 貴 妃 の

肌 を 雪 の 白 さ に 譬 え る 表 現 は な い 。

貴 妃 が 湯 浴 み か ら 上 が る 場 面 、 「 伝 」 が 「 體 弱 力 微 、 若 不 任 羅 綺 。 光 彩 煥
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發 。 轉 動 照 人 」 で あ る の に 対 し て 、 「 麗 」 は 「 嬌 多 力 微 、 不 勝 羅 綺 」 と 短 い 。

｢伝 ｣が 「 光 彩 煥 發 。 轉 動 照 人 」 と い う の は ､貴 妃 が 発 散 す る 魅 力 (=魔 力 )を 存

分 に 伝 え て い る 。 こ の 記 述 は 、 後 の 「 婉 孌 萬 態 、 以 中 上 意 」 の 伏 線 と も い え 、

貴 妃 の 主 体 的 ･能 動 的 な は た ら き か け を 強 調 す る 意 味 を 持 っ て い る だ ろ う 。逆

に 「 麗 」 の 簡 潔 な 記 述 は 、 貴 妃 の 愛 ら し さ ･し と や か さ を 感 じ さ せ る 。

「 伝 」 の 「 上 甚 悅 、 進 見 之 日 、 奏 霓 裳 羽 衣 以 導 之 。 定 情 之 夕 、 授 金 釵 鈿 合

以 固 之 。 又 命 戴 步 搖 、 垂 金 璫 、 明 年 冊 為 貴 妃 、 半 后 服 用 」 が 「 麗 」 に は な い ｡

こ れ に 続 く ｢伝 ｣の 「 由 是 冶 其 容 、 敏 其 詞 、 婉 孌 萬 態 、 以 中 上 意 、 上 益 嬖 焉 」

は 、 「 麗 」 で は 、 や や 語 を 変 え て 次 の 段 落 に 配 置 さ れ て い る 。 霓 裳 羽 衣 の 曲

を 舞 わ せ 、情 を 交 わ し た 夜 、金 釵 ･鈿 合 を 与 え た こ と 、見 出 し た 翌 年 に は 早 く

も 貴 妃 に 昇 進 さ せ た こ と 。 貴 妃 が 媚 態 を 千 変 万 化 さ せ て 、 天 子 の 心 を 虜 に し

て し ま っ た こ と 、 い ず れ も 「 麗 」 に は な い 。 「 麗 」 は 、 「 自 是 天 子 不 早 朝 、

后 夫 人 不 得 侍 寢 」 (「 自 是 … … 」は 、「 歌 」 16 句「 從 此 君 王 不 早 朝 」を ほ と ん

ど そ の ま ま 襲 う )と 、あ っ さ り し た 記 述 で あ る 。 「 伝 」の ほ う が よ り 多 く 、 玄

宗 の 貴 妃 へ の 惑 溺 を 強 調 し 、ま た 貴 妃 が 主 体 的 ･能 動 的 に 玄 宗 を た ぶ ら か し た

「 尤 物 」 で あ る こ と を 明 確 に 示 す 表 現 に な っ て い る 。

こ の 一 段 、 全 体 と し て 、 「 麗 」 で は 、 天 子 の 好 色 と 貴 妃 の 「 尤 物 」 性 (そ の

魔 力 )が 、「 伝 」に 比 較 す れ ば 弱 く 、貴 妃 の 美 貌 と 愛 ら し さ が 前 面 に 出 て い る 。

な お 、 『 周 』 は 、 ｢伝 ｣の 「 明 年 冊 為 貴 妃 、 半 后 服 用 」 が 史 実 で は な い こ と

を も っ て 、 唐 代 の 典 礼 制 度 に 明 ら か な 人 な ら こ ん な ま ち が い を 犯 す は ず は な

い と す る (49.5 0 頁 )。だ が 、｢伝 ｣は 、｢伝 ｣の 主 題 に あ わ せ 、そ れ を 強 調 す る た

め に 、 史 実 を 利 用 し 改 変 し て い る こ と 前 稿 で 述 べ た (91 頁 。 前 稿 注 (5)を も 見

よ )。こ の 部 分 に つ い て 再 度 確 認 す れ ば 、史 実 は 玄 宗 が 楊 氏 の
む す め
女 を 華 清 宮

に 召 し た の は 開 元 二 十 八 年 (740)十 月 で あ り 、貴 妃 と し た の は 天 保 四 年 (745)、

五 年 後 の こ と で あ る 。 こ の よ う に 改 変 し た の は 、 ｢伝 ｣は 、 玄 宗 の は や る 思 い

を 強 調 し よ う と し た の で あ る 。 反 対 に 、 「 麗 」 は 史 実 か ら 遠 ざ か り 、 仮 構 の

愛 情 譚 と な る よ う に 工 夫 し て い る 。 し た が っ て 、 史 実 と の 矛 盾 は わ ず か し か

な い の で あ る 。

[4]
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[伝 ]時 省 風 九 州 ､泥 金 五 岳 、 驪 山 雪 夜 、 上 陽 春 朝 、 與 上 行 同 輦 ､止 同 室 。 宴

專 席 ､寢 專 房 。 雖 有 三 夫 人 ･九 嬪 ･二 十 七 世 婦 ･八 十 一 御 妻 曁 後 宮 才 人 ･樂 府 妓

女 ､使 天 子 無 顧 盼 意 ｡自 是 六 宮 無 復 進 幸 者 ｡非 徒 殊 豔 尤 態 ､獨 能 致 是 ､蓋 才 智 明

慧 ､善 巧 洪 佞 ､先 意 希 旨 ､有 不 可 形 容 者 ｡

[麗 ]時 省 風 九 州 、 泥 金 五 嶽 *、 驪 山 雪 夜 、 上 陽 春 朝 、 行 同 輦 、 止 同 宴 。 妖 其

容、巧 其 詞、歌 舞 談 笑、 婉 孌 便 佞 *、以 中 上 心 ｡故 以 為 上 宮 *春 色 、四 時 在 目 。

天 寶 中 、 後 宮 良 家 女 萬 數 、 使 天 子 無 顧 盼 意 ｡

[訓 ]時 に 風 を 九 州 に
せ い
省 し 、金 を 五 岳 に

で い
泥 し 、

り ざ ん
驪 山 の 雪 夜 、

じ よ う よ う
上 陽

の 春 朝 、 行 け ば 輦 を 同 じ く し 、 止 ま れ ば 宴 を 同 に す 。 其 の 容 を
あ で や
妖 か に し 、

其 の
こ と ば
詞 を 巧 み に し 、歌 舞 談 笑 し 、

え ん れ ん
婉 孌

べ ん ね い
便 佞 、以 て

し よ う
上 が 心 に

あ
中 つ 。

ゆ え
故 に

お も え
以 為 ら く 上 宮 の 春 色 、

し い じ
四 時 目 に 在 り と 。 天 宝 中 、 後 宮 の 良

家 の 女 万 数 、 天 子 を し て
こ は ん
顧 盼 の 意 無 か ら し む 。

[訳 ]天 子 が 中 国 全 土 の 民 風 を 視 察 し た り 、 五 岳 で 封 禅 の 儀 式 を 執 り 行 っ た

り す る 際 、 あ る い は 驪 山 で 過 ご す 雪 の 夜 、 上 陽 宮 で 迎 え る 春 の 朝 、 行 け ば 天

子 と 同 じ 輦 に 乗 り 、 止 ま れ ば 天 子 と 宴 を 共 に し た 。 こ う し て 楊 貴 妃 は そ の 美

貌 に さ ら に 磨 き を か け 、 こ と ば を 機 敏 に あ や つ り 、 歌 い 舞 い 楽 し く 語 ら い 、

わ か く あ で や か で 言 葉 巧 み に ご 機 嫌 を う か が っ て 、天 子 の み 心 を 満 足 さ せ た 。

だ か ら 天 子 は 上 陽 宮 で は 春 の 景 色 を い つ も 見 る こ と が で き る と 満 足 し た の で

あ る 。 天 宝 中 、 後 宮 に 良 家 の 娘 は 万 を 以 て 数 え る ほ ど に 多 く い た が 、 天 子 を

ふ り か え ら せ る こ と は ま っ た く 無 く な っ て し ま っ た 。

【 澤 崎 】「 顧 盻 」―「 盻 」字 、底 本 の ま ま で あ る が 、汪 本 ・ 周 本 ・下 定 論

文 は 共 に「 盼 」に 改 め る 。文 集「 伝 」は「 眄 」、金 沢 本 は「 眄 」の 異 体 字 と

さ れ る 「 目 +丂 」 (右 傍 に 「 メ ム 」 )。 「 盻 」 は 音 ケ イ （ xi） 、 「 盼 」 は 音 ハ

ン (pan)、 「 眄 」 は 音 ベ ン (mian )。 そ れ ぞ れ 別 字 で あ る が 、 『 文 選 』 な ど で

も テ キ ス ト に よ っ て 通 用 さ れ る こ と が あ る 。こ こ で は 底 本「 盻 」の ま ま と す

る 。 明 鈔 本 麗 情 集 「 伝 」 も 「 盻 」 。 た だ し 、 明 鈔 本 栄 華 「 伝 」 は 「 眄 」 。

こ の 段 落 は 、 「 伝 」 に あ っ て 「 麗 」 に 無 い 部 分 、 「 麗 」 に あ っ て 「 伝 」 に

無 い も の 、 配 置 の 場 所 が ち が う も の が あ る 。

｢伝 ｣に あ っ て 「 麗 」 に 無 い 部 分 。 そ の 第 一 。 「 伝 」 が 「 雖 有 三 夫 人 ･九 嬪 ･
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二 十 七 世 婦 ･八 十 一 御 妻 」と 数 字 を 挙 げ て 、後 宮 の 女 が 多 い こ と を 表 現 し て い

る の に 対 し て 、 「 麗 」 は 、 「 後 宮 良 家 女 萬 數 」 と 、 後 宮 に 女 が 多 い こ と を さ

ら り と 述 べ て い る 。 「 伝 」 が 数 字 を 挙 げ る の は 、 「 伝 」 が 事 実 に 近 い こ と を

強 調 し よ う と す る 姿 勢 の 表 れ で あ る 。 「 澤 崎 」 は 、 こ れ を 「 具 体 的 な 数 字 を

挙 げ て 物 語 り の 細 部 に リ ア リ テ ィ を 与 え よ う と す る 散 文 的 表 現 」 だ と い う 。

そ れ は そ う だ が 、 リ ア リ テ ィ を 与 え よ う と す る の は 、 事 実 で あ る の を 強 調 す

る こ と で 、 多 く の 人 が 持 つ 玄 宗 の 貴 妃 へ の 惑 溺 と 、 「 尤 物 」 貴 妃 を 咎 め る 思

い を 引 き 出 す 役 割 を 果 た し て い る こ と を 見 な け れ ば な ら な い 。 こ れ に 続 く

「 伝 」 の 「 自 是 六 宮 無 復 進 幸 者 」 が 「 麗 」 に な い の は 、 「 麗 」 で は 上 (第 3 段

落 )で す で に「 自 是 天 子 不 早 朝 、后 夫 人 不 得 侍 寢 」 と 述 べ て い る の で 重 複 を 避

け た も の だ ろ う 。

第 二 は 、「 伝 」の 「 自 是 六 宮 無 復 進 幸 者 ｡非 徒 殊 豔 尤 態 ､獨 能 致 是 ､蓋 才 智 明

慧 ､善 巧 洪 佞 ､先 意 希 旨 ､有 不 可 形 容 者 」。 ｢伝 ｣は 貴 妃 の 美 貌 と と も に そ の「 善

巧 洪 佞 」 (「 善 巧 」 は 利 巧 な こ と 。 「 洪 佞 」 、 「 洪 」 は 美 麗 の 意 だ が 、 こ こ は

「 便 」と 音 通 で 「 便 佞 」の 意 と 取 る )を 強 調 し 、 天 子 を 籠 絡 す る 手 練 手 管 が あ

ま り に 見 事 で 、 表 現 の し よ う が な い と い う 。 ｢伝 ｣は 明 確 に 「 尤 物 」 貴 妃 が 悪

女 で あ る こ と と 、 そ の し た た か さ を 述 べ て い る 。

「 麗 」 に あ っ て ｢伝 ｣に 無 い 部 分 。 「 麗 」 の 「 故 以 為 上 宮 春 色 、 四 時 在 目 」

で あ る ｡こ れ は 貴 妃 が 天 子 の 心 を と ら え た こ と の 具 体 的 表 現 で あ り 、「 伝 」が

貴 妃 の 手 練 手 管 に 驚 き あ き れ る の と は ち が う ｡天 子 が ､貴 妃 の 色 香 の と り こ と

な っ て 心 地 よ く 満 足 し て い る そ の 思 い を 、 「 伝 」 よ り も 具 体 的 に 表 現 し て い

る ｡

配 置 の 場 所 が ち が う も の 。 ｢伝 ｣で は 前 段 に 出 て い た「 由 是 冶 其 容 、 敏 其 詞 、

婉 孌 萬 態 、 以 中 上 意 、 上 益 嬖 焉 」 が 、 「 麗 」 で は 「 妖 其 容 、 巧 其 詞 、 歌 舞 談

笑 、婉 孌 便 佞 、以 中 上 心 」と 、や や 語 を 変 え て こ の 段 に 配 置 さ れ て い る 。「 麗 」

の こ の 部 分 は 、 貴 妃 の 「 尤 物 」 ぶ り を 表 現 す る が 、 し か し 、 「 伝 」 よ り は あ

っ さ り し て い る 。 ま た ｢伝 ｣の 「 嬖 」 の 語 が な い の は 、 天 子 の 貴 妃 へ の 情 愛 を

「 嬖 」 (身 分 の 低 い 女 を 特 に 寵 愛 す る )と い う 批 判 性 の 強 い 語 で 表 し た く は な

い か ら だ ろ う 。

た だ し 、 「 麗 」 が 全 体 と し て 、 愛 ら し く ひ た む き な 貴 妃 像 を 提 示 し よ う と
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し て い る こ と か ら 見 る と 、 こ の 「 妖 其 容 、 巧 其 詞 、 歌 舞 談 笑 、 婉 孌 便 佞 、 以

中 上 心 」 の 表 現 に 、 私 は や や 違 和 感 を 覚 え る 。 と り わ け 「 便 佞 」 の 語 は 「 麗 」

が 提 示 し て い る 貴 妃 像 と 矛 盾 す る 。 想 像 の 域 を 出 な い が 、 こ の 部 分 は 、「 麗 」

が 「 伝 」 を 下 敷 き に し て 改 変 す る 際 に 、 「 伝 」 の 文 字 を 、 未 整 理 の ま ま に 残

し て し ま っ た の で は な か ろ う か 。

[5]

[伝 ]叔 父 昆 弟 、 皆 列 在 清 貫 、 爵 為 通 侯 。 姉 妹 封 國 夫 人 、 富 埒 王 室 、 車 服 邸

第 、 与 大 長 公 主 侔 、 而 恩 澤 勢 力 、 則 又 過 之 。 出 入 禁 門 、 不 問 名 姓 。 京 師 長 吏

為 之 側 目 。 故 當 時 謠 詠 有 云 、 生 女 勿 悲 酸 、 生 兒 勿 喜 歡 。 又 曰 、 男 不 封 侯 女 作

妃 、 君 看 女 卻 為 門 楣 。 其 天 下 心 羨 慕 如 此 。

[麗 ]叔 父 昆 弟、皆 為 通 候 [侯 ]*。女 弟 女 兄、富 埒 王 室。車 服 制 度、爵 邑 邸 第 、

與 大 長 公 主 *侔 矣 。 恩 澤 勢 力 則 又 過 之 。 出 入 禁 門 不 問 、 京 師 長 吏 為 之 側 目 。

[訓 ]叔 父 昆 弟 、皆 な 通 侯 と 為 る 。
じ よ て い
女 弟

じ よ け い
女 兄 、富 む こ と 王 室 に

ひ と
埒 し

く 、車 服 制 度 、爵 邑 邸 第 は 大 長 公 主 と
ひ と
侔 し 。恩 沢 勢 力 則 ち 又 た 之 れ に 過 ぐ 。

禁 門 に 出 入 り す る に 問 わ れ ず 、 京 師 の 長 吏 之 れ が 為 に 目 を
そ ば だ
側 つ 。

[訳 ] 彼 女 の 叔 父 や 兄 弟 は み な 、 高 貴 な 官 位 に 列 せ ら れ 、 姉 妹 た ち は 、 そ の

富 は 王 室 に 等 し く 、 車 ･服 飾 ･邸 宅 な ど は 天 子 の お ば た ち と 同 等 で あ っ た 。 し

か も 天 子 の 彼 ら へ の 恩 沢 と 実 際 の 権 勢 は 、 さ ら に そ れ 以 上 だ っ た 。 皇 居 の 門

を 出 入 り す る に も 、 姓 名 を 問 わ れ る こ と が な く 、 都 の 高 級 官 僚 た ち は こ れ を

横 目 で 見 る し か な い の で あ っ た 。

こ の 一 段 、い ず れ も 貴 妃 一 族 の 栄 華 と 権 勢 を 述 べ る 。た だ し 、「 麗 」 に は 、

｢伝 ｣の 「 皆 列 在 清 貫 」 が な く 、 ｢伝 ｣の 「 姉 妹 封 國 夫 人 、 富 埒 王 室 」 が 「 女 弟

女 兄 、 富 埒 王 室 」 と 四 字 句 に そ ろ え ら れ て い て 、 ｢伝 ｣よ り も 記 述 が あ っ さ り

し た も の に な っ て い る 。

大 き な ち が い 。 ｢伝 ｣に あ っ て 「 麗 」 に な い 部 分 が あ る 。 「 伝 」 の 「 故 當 時

謠 詠 有 云 、 生 女 勿 悲 酸 、 生 兒 勿 喜 歡 ｡又 曰 、 男 不 封 侯 女 作 妃 、 君 看 女 卻 為 門 楣

｡其 天 下 心 羨 慕 如 此 」 が ､「 麗 」 に は な い ｡「 伝 」 は ､貴 妃 一 族 の 栄 耀 栄 華 ･専 横

ぶ り を た っ ぷ り 書 き こ む こ と で ､読 者 の 貴 妃 と そ の 一 族 へ の そ ね み と 反 撥 を

ひ き だ す 工 夫 を し て い る 。「 麗 」に こ れ が な い の は ､貴 妃 へ の 反 撥 を 弱 め る ね



- 14 -

ら い が あ る と 考 え ら れ る ｡す な わ ち ､「 麗 」 は 、 「 歌 」 の 天 子 と 貴 妃 の 姿 に 、

二 人 の 形 象 を 接 近 さ せ て い る ｡

[6]

[伝 ]天 寶 末 、 兄 國 忠 盜 丞 相 位 、 愚 弄 國 柄 。 及 安 祿 山 引 兵 嚮 闕 、 以 討 楊 氏 為

辭 、 潼 關 不 守 。 翠 花 南 幸 、 出 咸 陽 道 、 次 馬 嵬 亭 。 六 軍 俳 佪 、 持 戟 不 進 。 從 官

郎 吏 伏 上 馬 前、請 誅 錯 以 謝 天 下。國 忠 奉 氂 纓 盤 水、死 於 道 周。左 右 之 意 未 快 、

上 問 之 、 當 時 敢 亦 言 者 、 請 以 貴 妃 塞 天 下 之 怒 。 上 知 不 免 、 而 不 忍 見 其 死 。 反

袂 掩 面 、 使 牽 之 而 去 。 蒼 黃 展 轉 、 竟 就 絕 於 尺 組 之 下 。

[麗 ]天 寶 未 [末 ]、 兄 國 忠 盜 丞 相 位 、 竊 弄 國 柄 。 羯 胡 *亂 燕 、 二 京 連 陷 。 翠 華

南 幸 、 駕 出 都 西 門 。 百 余 里 、 六 師 俳 佪 、 擁 戟 不 行 。 從 官 郎 吏 、 伏 上 馬 前 、 請

誅 錯 以 謝 之 。 國 忠 奉 氂 纓 盤 水 *、 死 於 道 周 。 左 右 之 意 未 快 。 當 時 敢 言 者 、 請 以

貴 妃 塞 天 下 之 怒 。 上 慘 容 但 [怛 ]心 、 不 忍 見 其 死 。 反 袂 掩 面 、 使 牽 之 而 去 。 拜

于 上 前 ､回 眸 血 下 ｡墜 金 鈿 翠 羽 於 地 ､上 自 収 之 ｡嗚 呼 、 蕙 心 紈 質 *､天 王 之 愛 不 得

巳 [已 ]、而 死 於 尺 組 之 下。叔 向 母 云、其 美 必 甚 惡 ｡*李 延 年 歌 曰、傾 國 復 傾 城 *、

此 之 謂 也 ｡

[訓 ]天 宝 末 、兄
こ く ち ゆ う
国 忠 丞 相 の 位 を 盗 み 、

ひ そ
窃 か に 国 柄 を 弄 す 。

け つ こ
羯 胡

燕 を 乱 し ､
に け い
二 京

し き
連 り に

お
陥 つ ｡翠 華 南 幸 し ､駕 し て 都 の 西 門 を 出 ず ｡百 余

里 ､六 師 俳 佪 し ､戟 を 擁 し て 行 か ず 。 従 官 郎 吏 、 上 が 馬 前 に 伏 し 、 請 う に
そ
錯 を

誅 し て 以 っ て 之 れ に 謝 せ ん こ と を 請 う 。国 忠
り え い
氂 纓 盤 水 を 奉 じ て 、道 周 に 死

す 。左 右 の 意
い ま
未 だ 快 か ら ず 。当 時 敢 え て 言 う 者 有 り 、貴 妃 を 以 て 天 下 の 怒

り を
ふ さ
塞 が ん こ と を 請 う 。 上

さ ん よ う
惨 容

た つ し ん
怛 心 、 其 の 死 を 見 る に 忍 び ず 。

た も と
袂 を

か
反 え し て

か お
面 を 掩 い 、 之 れ を

ひ
牽 か せ て 去 ら し む 。

し よ う
上 が 前 に 拝 す

る に ､
ひ と み
眸 を

め ぐ
回 ら せ て 血

く だ
下 る ｡

き ん さ
金 鈿 翠 羽 を 地 に

お と
墜 す に ､上

み ず か
自 ら

之 れ を 収 む ｡
あ あ
嗚 呼 、

け い し ん が ん し つ
蕙 心 紈 質 *、天 王 の 愛 も

や
已 む を 得 ず し て 、

せ き そ
尺 組 の

下 に 死 す 。
し ゆ く き よ う
叔 向 が 母 云 う ､其 の 美 な る は 必 ず 甚 だ 悪 な り と ｡李 延 年 歌

い て 曰 く ､傾 国 復 た 傾 城 と ｡此 の 謂 い な り ｡

[訳 ]天 宝 の 末 、 貴 妃 の 兄 国 忠 は 丞 相 の 位 を 盗 み 取 り 、 国 家 の 権 力 を も て あ

そ ん だ 。 羯 胡 (安 禄 山 )は 燕 の 地 を 乱 し 、 二 つ の 都 は 陥 落 し た 。 天 子 の み 旗 は

南 に 移 る こ と と な り 、 車 馬 に 乗 っ て 都 の 西 門 を 出 た 。 行 く こ と 百 余 里 、 天 子

の 軍 隊 は 行 き つ 戻 り つ し て 、 戟 を 持 っ た 兵 士 た ち は 進 も う と し な い 。 天 子 の
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側 近 で あ る 官 僚 た ち は 、 天 子 の 馬 前 に ひ れ 伏 し て 、 漢 の
ち ょ う そ
黿 錯 を 殺 し た よ

う に 、 騒 ぎ の 元 凶 で あ る 国 忠 を 殺 し て 天 下 に わ び ま し ょ う と お 願 い を し た 。

国 忠 は か ら 牛 の 毛 で 作 っ た 質 素 な 冠 ひ も を つ け 、 水 を 盛 っ た 盤 に 剣 を の せ て

道 ば た で 死 ん だ 。 し か し 左 右 の 者 た ち は そ れ で も ま だ 気 が お さ ま ら な い 。 こ

の 時 思 い 切 っ て 申 し 上 げ る 者 が い て 、 楊 貴 妃 を 殺 す こ と で 天 下 の 怒 り を 静 め

る よ う に 願 い 出 た の で あ る 。 天 子 は 悲 痛 な 面 持 ち で 胸 も は り さ け ん ば か り 、

貴 妃 の 死 を 見 る に し の び な か っ た 。 た も と を か え し て 顔 を お お い 、 彼 女 を ひ

っ ぱ っ て ゆ か せ た 。 貴 妃 が 天 子 の お ん 前 で 最 後 の 拝 謁 を す る と 、 天 子 は 貴 妃

を み つ め か え し て 血 の 涙 が 流 れ 落 ち た 。 (殺 さ れ た 貴 妃 が 身 に つ け て い た )黄

金 の か ん ざ し と 緑 の 羽 根 飾 り が 地 に 落 ち る と 、 天 子 は お ん 自 ら こ れ を ひ ろ わ

れ た 。 あ あ 、 貴 妃 の 美 し い 身 心 と 天 子 の 愛 を も っ て し て も 、 こ れ は ど う し よ

う も な か っ た の だ 。晋 の 叔 向 の 母 は 、 「 美 し す ぎ る 者 は 、必 ず 悪 だ 」 と い い 、

李 延 年 は 「 傾 国 は 復 た 傾 城 」 だ と 歌 っ た が 、 ま さ に こ の こ と を 言 う の だ 。

【 澤 崎 】 「 其 (甚 )美 必 甚 悪 」 ― 「 其 」 字 、 傅 校 ・ 明 鈔 本 と も に 「 甚 」 に

作 る 。 汪 本 ・ 下 定 論 文 と も に 「 其 」 字 の ま ま と す る が 、 程 毅 中 『 唐 代 小 説

史 』(文 化 芸 術 出 版 社 、1990) 1 4 3 頁 所 引 の 当 該 箇 所 、及 び 周 本 は と も に「 其

(甚 )美 必 甚 惡 」 と 「 甚 」 字 に 改 め る 。 周 本 は こ の 句 に 注 し て 、 『 左 伝 』 昭

公 二 十 八 年 に「 甚 美 必 有 甚 惡 」と あ る こ と を 指 摘 す る 。(「 其 」を と る 下 定

論 文 も 注 [6]に 『 左 伝 』 の 同 じ 条 を 引 く ) 「 甚 美 必 甚 惡 」 に 続 い て こ れ と

対 を な す い ま 一 つ の 引 用 に「 傾 國 復 傾 城 」と あ り 、「 傾 國 ― 傾 城 」と「 傾 」

字 を 反 復 す る 。し た が っ て 、『 左 伝 』か ら の 引 用 も「 甚 美 ― 甚 惡 」と「 甚 」

字 を 反 復 す る こ と に 着 目 し た 引 用 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 「 甚 」 に 従 う 。

こ の 一 段 は 、各 処 、異 な る 。安 禄 山 の 叛 乱 に つ い て 。「 麗 」は「 天 寶 末 、兄

國 忠 盜 丞 相 位 、 竊 弄 國 柄 。 羯 胡 亂 燕 、 二 京 連 陥 」 と 、 「 伝 」 が 明 示 す る 安 禄

山 の 名 を 出 さ な い し 、 「 討 伐 」 の 旗 印 「 楊 氏 を 討 つ を 以 て 辞 と 為 す 」 を 欠 い

て い る 。 そ れ だ け 、 現 実 感 は 稀 薄 と な り 、 「 尤 物 」 貴 妃 を 批 判 す る 筆 鋒 は 鈍

る こ と に な る 。

貴 妃 が 殺 さ れ る 直 前 。 「 拜 于 上 前 ､回 眸 血 下 」 、 貴 妃 が 天 子 に 最 後 の 挨 拶 を

し 、 天 子 が 血 の 涙 を 流 し た こ と 、 ｢伝 ｣に こ の 記 述 は な い 。 「 回 眸 血 下 」 は 、
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「 歌 」 42 句 に 「 迴 看 淚 血 相 和 流 」 と あ る の を 摂 取 し て い る 。 こ の 二 句 は 、 天

子 を ひ き つ け て や ま な い 貴 妃 の 美 貌 、 愛 ら し さ と 、 そ の 虜 と な っ た 天 子 を 鮮

や か に 表 現 し て い る だ ろ う 。

貴 妃 が 殺 さ れ る 場 面 。 「 墜 金 鈿 翠 羽 於 地 ､上 自 収 之 」 の 二 句 も 「 伝 」 に は な

い 。こ れ は 、「 歌 」39.40 句 の「 花 鈿 (花 の か ん ざ し )地 に
す
委 て ら れ て 人 の 収 む

る 無 し 、
す い ぎ よ う
翠 翹 (か わ せ み の 羽 の 髪 飾 り ) 

き ん じ や く
金 雀 (雀 を か た ど っ た 黄

金 の か ん ざ し ) 
ぎ よ く
玉

そ う と う
掻 頭 (宝 玉 の こ う が い )」 を 改 変 し て い る 。 「 歌 」

で は 花 鈿 ･翠 翹 ･金 雀 等 は 地 に 棄 て ら れ た ま ま で あ る も の が 、 「 麗 」 で は 天 子

自 ら が こ れ を 収 め て い る 。 こ の 相 違 に よ り 、 「 歌 」 で は 貴 妃 の あ わ れ さ が 強

調 さ れ て い る も の を 、 「 麗 」 で は 天 子 の 貴 妃 へ の 愛 の 深 さ を 強 調 す る こ と に

な っ て い る と 考 え る 。 （ ７ ）

「 嗚 呼 、蕙 心 紈 質 、天 王 の 愛 も 已 む を 得 ず し て 、尺 組 の 下 に 死 す 」と 記 さ れ 、

貴 妃 の 身 心 の 美 し さ へ の 賛 辞 が な さ れ る と 同 時 に 、 こ れ に よ り 玄 宗 の 悲 嘆 が

よ り 深 く 表 現 さ れ て い る 。

「 伝 」の「 蒼 黃 展 轉 」、貴 妃 が あ た ふ た と 慌 た だ し く よ ろ け つ つ ひ か れ て ゆ

く と い う 表 現 が 「 麗 」 に は な い 。 「 麗 」 は 、 そ れ だ け 、 「 伝 」 に 比 べ て 貴 妃

の 死 を 美 し く 詠 い 、 み じ め さ の 表 現 を 少 な く し て 、 こ こ で も 「 歌 」 に 接 近 し

て い る 。

「 麗 」に は 、｢伝 ｣に な い「 叔 向 母 云 、其 美 必 甚 惡 。李 延 年 歌 曰 、傾 國 復 傾 城 、

此 之 謂 也 」 が あ る 。 玄 宗 の 貴 妃 へ の 思 い こ そ は 、 『 左 伝 』 や 『 漢 書 』 に い う

（ 「 叔 向 母 … … 」 「 李 延 年 歌 … … 」 の 語 注 を 見 よ )、 天 子 が 「 尤 物 」 に 惑 溺 さ

れ る こ と の 典 型 な の だ と い う の で あ る 。 こ れ は 、 白 居 易 の 「 李 夫 人 」 が 、

「
へ い わ く
嬖 惑 を

か ん が
鑑 む る な り 」を 目 的 に す る の に 接 近 し て い る ｡ま た「 李 夫 人 」

の 結 句 に 「 人 は 木 石 に 非 ず 皆 な 情 有 り 、
し
如 か ず 傾 城 の 色 に 遇 わ ざ る に 」 と い

う の と 、 そ の 内 容 は ほ ぼ 同 じ で あ る 。 「 麗 」 は 天 子 を 惹 き つ け て や ま な い 、

美 女 の
お の
自 ず か ら な る 「 悪 」 を 述 べ 、 そ の 虜 と な っ て し ま わ ざ る を 得 な い 天

子 の 思 い の 深 さ を 表 現 し て い る 。 「 伝 」の よ う に 「 尤 物 」貴 妃 の 主 体 的 ･能 動

的 な 「 悪 」 を 強 調 す る 筆 致 で は な い ｡

[7]

[伝 ]既 而 玄 宗 狩 成 都 、 肅 宗 受 禪 靈 武 。 明 年 、 大 凶 歸 元 。 大 駕 還 都 、 尊 玄 宗
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為 太 上 皇、就 養 南 宮、自 南 宮 遷 於 西 宮 内。時 移 事 去、樂 盡 悲 來 。 每 至 春 之 日 、

冬 之 夜 、 池 蓮 夏 開 、 宮 槐 秋 落 。 梨 園 弟 子 、 玉 琯 發 音 、 聞 霓 裳 羽 衣 一 聲 、 則 天

顏 不 怡 、 左 右 歔 欷 。 三 載 一 意 、 其 念 不 衰 。 求 之 夢 魂 、 杳 不 能 得 。

[麗 ]既 而 玄 宗 狩 *成 都 、 肅 宗 受 命 靈 武 。 粤 *明 年 、 大 赦 改 元 。 大 駕 還 都 、 駐

六 龍 于 馬 嵬 。 道 中 君 臣 相 顧 、 日 月 無 光 、 不 翼 。 曰 *、 父 子 堯 舜 、 天 下 大 和 、 太

上 皇 、 就 養 南 宮 *。 宮 槐 夏 花 、 梧 桐 秋 雨 、 春 日 遲 遲 兮 、 恨 深 。 冬 夜 長 長 兮 、 怨

急。自 死 之 曰 [日 ]、齋 之 月、莫 不 感 皇 容、悼 宸 衷 *。每 朱 樓 月 曉 、淥 池 *冰 散 、

梨 園 弟 子 、 玉 琯 一 聲 、 聞 電 [霓 ]裳 羽 衣 曲 、 則 天 □ [顏 ]不 怡 、 侍 兒 掩 泣 。 三 載

一 意 、 其 念 不 哀 [衰 ]。 自 是 南 宮 無 歌 無 [舞 ]之 思 。 求 諸 夢 而 精 魂 不 來 、 求 諸 神

而 致 誠 莫 敢 。

[訓 ]既 に し て 玄 宗 成 都 に 狩 り し 、 肅 宗 命 を 霊 武 に 受 く 。
こ こ
粤 に 明 年 、 大

赦 し て 改 元 す 。 大 駕 都 に
か え
還 る に 、 六 龍 を 馬 嵬 に

と ど
駐 む 。 道 中 君 臣 相 い 顧

み る に 、 日 月 光 無 く 、
た す
翼 け あ ら ず 。

こ こ
曰 に 、 父 子 は 堯 舜 の ご と く に し て 、

天 下 は 大 い に 和 し 、 太 上 皇 は 南 宮 に 就 養 *さ る 。 宮 槐 に 夏 の 花 ひ ら き 、梧 桐 に

秋 の 雨 ふ る 、 春 の 日 は 遅 遅 と し て 、 恨 み 深 し 。 冬 の 夜 は 長 長 と し て 、 怨 み 急

な り 。死 す る の 日 ･齋 の 月
よ
自 り 、皇 容 を 感 ぜ し め 、

し ん ち ゆ う
宸 衷 を

い た
悼 ま し め ざ

る 莫 し 。 朱 楼 に 月
あ か
暁 く 、

り よ く ち
淥 池 に

こ お り
冰 散 じ 、 梨 園 の 弟 子 ､

ぎ よ つ か ん
玉 琯 も

て 一 声 し 、霓 裳 羽 衣 の 曲 を 聞 く
ご と
毎 に 、則 ち 天 顔

よ ろ こ
怡 ば ず 、侍 児

え ん き ゆ う
掩 泣

す 。三 載 一 意 に し て 、其 の
お も
念 い 衰 え ず 。是 れ

よ
自 り 南 宮 に 歌 舞 の 思 い 無 し 。

こ
諸

れ を 夢 に 求 む る に 、精 魂 は 来 た ら ず 。諸 れ を 神 に 求 め て 誠 を 致 さ ん と す る も 、

敢 え て す る 莫 し 。

[訳 ]や が て 玄 宗 は 成 都 に 居 所 を 移 し 、肅 宗 が 霊 武 で 皇 帝 の 位 を 譲 り 受 け た 。

翌 年 に は 大 赦 令 が 出 さ れ て 改 元 し た 。 天 子 は 都 に 帰 還 し た が 、 (そ の 途 中 )天

子 の 車 駕 を 馬 嵬 に 留 め ら れ た 。道 々 、 君 臣 は 互 い に 顧 み た 、日 月 に 光 は な く 、

天 子 た ち を 助 け る こ と は な か っ た 。 (だ が し か し 、 都 に も ど る と )天 子 父 子 は

ま る で 堯 と 舜 と の よ う で 、 天 下 は 太 平 で あ り 、 太 上 皇 は 南 宮 で 孝 養 を 尽 く さ

れ る こ と に な っ た 。 宮 殿 の え ん じ ゅ は 夏 に 花 開 き 、 梧 桐 に は 秋 に 雨 が 降 り 、

春 の 一 日 は 遅 々 と し て 時 が 過 ぎ ゆ き 、 貴 妃 を 失 っ た 痛 恨 は 深 く 、 冬 の 夜 は あ

ま り に 長 く 、 貴 妃 を 失 っ た 悲 し み が す る ど く つ き あ げ て く る 。 貴 妃 が 亡 く な

っ た 日 に 始 ま り 、 貴 妃 を 悼 ん で の も の い み の 月 、 天 子 の お 顔 を 曇 ら せ 、 天 子



- 18 -

の み 心 を 痛 め な い こ と は な か っ た 。 朱 塗 り の 楼 に 月 の 光 の さ え る 時 、 清 ら か

な 池 に 氷 が 散 る 時 、 梨 園 の 楽 人 た ち が 玉 笛 の 音 を 奏 で 、 霓 裳 羽 衣 の 曲 が 聞 こ

え る そ の た び に 、 天 子 は 悲 し げ な 顔 に な り 、 左 右 の も の た ち も 顔 を お お っ て

泣 く の だ っ た 。 こ う し て 三 年 、 玄 宗 の 貴 妃 へ の 思 い は い さ さ か も 衰 え る こ と

が な か っ た 。 こ の こ ろ か ら 南 宮 で 歌 舞 を 見 た い と は ま っ た く 思 わ な く な ら れ

た の だ 。 彼 女 を 夢 の 世 界 で も 追 い 求 め た が 、 そ の 魂 は や っ て は 来 な か っ た 。

彼 女 の 魂 を 呼 ん で ほ し い と 神 に も す が ろ う と し た の だ が 、 そ れ が で き る も の

は い な か っ た 。

【 澤 崎 】「 不 翼 曰 [翌 日 ]」― 汪 本・周 本 は「 不 翼 日 」に 、張 本 は「 不 翼 (翌 )

日 」に 作 り 、い ず れ も 後 文 の「 父 子 堯 舜 、天 下 大 和 」に 続 け る 。こ れ に 対

し て 下 定 氏 は 、「 不 翼 」で 読 点 を 施 し 、こ の 二 字 を 前 文 に 続 け て「 翼
た す

け あ

ら ず 」と よ む 。そ の 上 で「 曰 」を 発 語 の 助 字 と み て 、後 文 に 続 け て「 曰
こ こ

に 」

と 読 む (八 五 頁 )。確 か に 、麗 情 集「 伝 」は 、「 嗚 呼 、蕙 心 紈 質 、天 王 之 愛 」、

「 粵 明 年 、 大 赦 改 元 、 大 駕 還 都 」 、 「 嘻 、 女 德 無 極 者 也 。 死 生 大 別 者 也 」

(い ま 、英 華「 伝 」の ま ま に 引 く )な ど 、場 面 の 変 わ り 目 に 詠 嘆 の 語 を 置 き 、

こ れ に 続 け て 描 写 的 な 対 句 を 置 く こ と に 表 現 上 の 一 特 色 が あ る 。 こ こ も

「 曰 」の 後 に 、「 父 子 堯 舜 、天 下 大 和 」の 四 字 の 対 句 が 続 く 。そ の 点 を 考

慮 す る な ら ば 、下 定 氏 の 読 み も 有 り 得 よ う 。し か し 、傅 校 、明 鈔 本 と も に

「 翌 日 」と す る こ と か ら 、筆 者 は 正 文 を「 不 翌 日 」と し 、「 翌 日 な ら ず し

て 」と 読 ん で 、日 を 経 ず し て の 意 に 解 す る 。蜀 か ら の 帰 途 、馬 嵬 に 馬 を 止

め て 沈 痛 な 思 い に 陥 っ て い る 玄 宗 一 行 で は あ っ た が 、そ の 後 長 安 に 帰 還 す

る や 、 日 を 経 ず し て 「 父 子 は 堯 舜 に し て 、 天 下 は 大 い に 和 す 」 (玄 宗 父 子

は 堯 舜 の ご と く 有 徳 で あ り 、 天 下 は 大 い な る 平 和 に 立 ち 返 っ た )御 代 と な

り 、た ち ま ち に し て 平 和 が も ど っ た の で あ っ た 。― ―「 不 翌 日 」と い う 語

は 、 唐 ・ 権 徳 輿 の 「 唐 故 潤 州 丹 陽 県 尉 李 公 夫 人 范 陽 盧 氏 墓 誌 銘 并 序 」 に 、

盧 氏 が 病 ん で 亡 く な っ た こ と を 、 「 既 而 奄 忽 遘 疾 、 不 翌 日 而 大 漸 」 (既 に

し て 奄 忽 と し て 疾 に 遘
あ

い 、 翌 日 な ら ず し て 大 い に 漸
す す

む )と 記 す 例 が あ る 。

「 麗 」は 玄 宗 を「 天 子 」「 上 」「 天 王 」「 太 上 皇 」「 漢 天 子 」「 帝 」「 君 王 」

「 上 皇 」 と 呼 び 、 玄 宗 の 思 い を 、 「 上 心 」 「 皇 心 」 と い い 、 玄 宗 の 名 を 出 さ
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な い の が 原 則 で あ る 。 唯 一 、 こ こ で 玄 宗 の 名 が 出 る の は 、 天 子 が 代 わ っ た こ

と を 述 べ る の に 、 玄 宗 ･肅 宗 の 名 を 出 す し か な い と 判 断 し た か ら だ ろ う (識 語

に 『 玄 宗 内 伝 』 の 語 が あ る が 、 こ れ は 書 名 だ か ら 玄 宗 自 身 を 指 し た も の で は

な い )。 「 麗 」 が 、 史 実 を 記 述 し 、 あ る い は 「 伝 」 の よ う に そ れ を 利 用 す る の

で は な く 、 仮 構 の 愛 情 譚 と し て の 性 格 を 強 め よ う と す る 態 度 は 、 こ こ で も 変

わ っ て い な い 。

「 麗 」は 、都 に 帰 る 途 中 、馬 嵬 で の 情 景 を「 大 駕 還 都 、駐 六 龍 于 馬 嵬 。道 中

君 臣 相 顧 、 日 月 無 光 、 不 翼 」 と 記 す 。 こ の 部 分 、 「 伝 」 に は な い 。 「 六 龍 」

は 天 子 の 六 頭 立 て の 馬 車 。 そ れ を 日 月 は 助 け て く れ な い 。 「 道 中 君 臣 相 顧
． ． ． ．

」

は 、 「 歌 」 55 句 に 「 君 臣 相 顧
． ． ． ．

盡 霑 衣 」 と あ る の を 採 り 入 れ て い る 。 「 日 月 無

光 、不 翼 」は 、「 歌 」45.46 句 に「 峨 嵋 山 下 に 行 く 人 少 な く 、旌 旗 に 光 無 く 日

食 薄 し 」と あ る 、貴 妃 の い な い 寂 寥 の 表 現 (玄 宗 の 敗 残 ･零 落 で は な い )を 摂 取

し て い る だ ろ う 。

   都 に 帰 還 後 の 記 述 、 「 伝 」 は 「 自 南 宮 、 遷 於 西 宮 」 と 、 肅 宗 が 玄 宗 を 疎 ん

じ て 南 宮 か ら 西 宮 へ と 移 し た こ と を 述 べ る が 、 「 麗 」に は こ れ が な い 。「 麗 」

は 、 「 伝 」 の よ う に 玄 宗 の 零 落 を 描 こ う と は し て い な い 。 「 麗 」 の 次 の 記 述

「 父 子 堯 舜 、天 下 大 和 、 太 上 皇 、 就 養 南 宮 」に よ っ て そ の 事 は 明 ら か で あ る 。

「 麗 」 は 、 肅 宗 が 玄 宗 を 疎 ん じ た こ と を 記 さ な い 。 反 対 に 、 両 者 は 堯 舜 の よ

う に す ば ら し い 皇 帝 で あ り 、 天 下 は よ く 治 ま っ た と 述 べ て い る 。 玄 宗 の 零 落

に 筆 を 向 け る の で は な な く 、 ひ た す ら に 貴 妃 を 失 っ た 玄 宗 の 悲 哀 に 焦 点 を 合

わ せ る た め の 工 夫 で あ る 。

以 下 、 「 麗 」 の 貴 妃 を 失 っ て の 玄 宗 の 悲 哀 の 描 写 は 、 「 伝 」 よ り も 相 当 に

詳 細 で あ り 、 思 い が こ も っ て い る 。 ま た 、 「 歌 」 の 表 現 を 吸 収 し 手 を 加 え て

い る 。

「 麗 」 は 、 「 宮 槐 夏 花 、 梧 桐 秋 雨 」 と 貴 妃 無 き 日 々 の 寂 し さ を 述 べ る が 、

こ れ は「 歌 」62 句 に「 秋 雨 梧 桐 葉 落 時 」と あ る の を 襲 う 。ま た「 春 日 遲 遲 兮 、

恨 深 。冬 夜 長 長 兮 、怨 急 」は 、「 歌 」の 69 句「 遲 遲 鐘 漏 初 長 夜 」を 、騒 体 (『 楚

辞 』体 )に ア レ ン ジ し て 、玄 宗 の 貴 妃 を 失 っ た 怨 恨 が 、深 く 感 じ ら れ る よ う に

工 夫 し て い る 。

「 霓 裳 羽 衣 曲 」こ そ は 貴 妃 を 思 う よ す が と な る 歌 曲 だ が 、 「 麗 」は こ れ を 、
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「 每 朱 樓 月 曉 、 淥 池 冰 散 、 梨 園 弟 子 ､玉 琯 一 聲 、 聞 霓 裳 羽 衣 曲 、 則 天 顔 不 怡 、

侍 兒 掩 泣 。 三 載 一 意 、 其 念 不 衰 。 自 是 南 宮 無 歌 舞 之 思 」 と 描 写 し て 、 貴 妃 を

思 っ て こ の 曲 を 聞 け ば 、 貴 妃 の い な い こ と を 痛 切 に 知 ら さ れ 、 か え っ て つ ら

く な る が ゆ え に 、 こ の 曲 を 聞 く こ と を し な く な っ た と 、 貴 妃 を 忘 れ る こ と が

で き な い 天 子 の 思 い を 、 丁 寧 に 記 し て い る 。

  続 い て「 思 求 諸 夢 、而 精 魂 不 來 。求 諸 神 而 致 誠 、莫 敢 」と 述 べ る の は ､  「 伝 」

が 「 求 之 夢 魂 、 杳 不 能 得 」 と い う の と 骨 子 に 差 は な い 。 い ず れ も 、 「 歌 」 の

73.74 句 「 悠 悠 生 死 別 經 年 、 魂 魄 不 曾 來 入 夢 」 を 受 け て の 表 現 で あ る 。 だ し 、

「 麗 」 が 「 求 諸 神 而 致 誠 」 と い う の は ､「 歌 」 の 76 句 に 「 能 以 精 誠 致 魂 魄 」

と あ る ､「 精 誠 」 の 語 を 意 識 し て い る だ ろ う 。

こ の 段 落 、 「 麗 」 は 、 ほ と ん ど 「 歌 」 と 同 じ 思 い 、 同 じ 情 感 を 記 し て い る 。

「 伝 」 が 、 後 段 の 仙 界 で の 場 面 を 引 き 出 す た め に 、 玄 宗 の 悲 嘆 を 描 く の は 描

い て い る が 、 そ の 零 落 を 強 調 す る 筆 致 で あ り 、 か つ 簡 潔 に ま と め て い る の と

は 、 表 現 の 姿 勢 に 大 き な ち が い が あ る 。

な お 『 周 』 は 、 ｢伝 ｣の 「 既 而 玄 宗 狩 成 都 、 肅 宗 受 禪 靈 武 」 に つ い て 、 次 の

よ う に い う 。 お お ざ っ ぱ に 見 れ ば 史 実 に 合 っ て い る よ う だ が 、 正 確 に は 、 至

徳 二 載 (757)、帰 京 し て は じ め て 正 式 な 権 力 の 交 代 が 行 わ れ た の だ か ら こ の 記

述 は 誤 っ て い る 。 こ れ に 対 し て 「 麗 」 は 、 そ れ を 正 確 に 認 識 し て い る か ら 、

「 受 禅 」 と は い わ ず 、 「 受 命 」 の 語 を 用 い て い る の だ (53.5 4 頁 )。

だ が 、 繰 り 返 し 述 べ る よ う に 、 ｢伝 ｣は そ の 主 張 を 際 立 た せ る た め に 、 史 実

を 利 用 し 、 改 変 し て い る 。 こ こ で は 、 貴 妃 が 亡 く な っ て 悲 痛 の 極 に あ る 玄 宗

が 、 あ ま つ さ え 粛 宗 に 天 子 の 座 を 奪 わ れ て 、 そ の 寂 寥 と み じ め さ が い っ そ う

際 立 つ よ う に 、 こ う し た 表 現 が な さ れ て い る 。 こ れ に 対 し て 「 麗 」 は 、 愛 す

る 人 を 失 っ た 天 子 の 悲 嘆 に 焦 点 を 合 わ せ て 、 む し ろ 、 玄 宗 か ら 粛 宗 へ の 権 力

の 移 行 の こ と は 、 史 実 と は 正 反 対 と い っ て も い い 記 述 に し て い る の で あ る 。

[8]

[伝 ]適 有 道 士 自 蜀 來 、 知 皇 心 念 楊 妃 如 是 、 自 言 有 李 少 君 之 術 。 玄 宗 大 喜 、

命 致 其 神 、 方 士 乃 竭 其 術 以 索 之 、 不 至 。 又 能 遊 神 馭 氣 、 出 天 界 、 沒 地 府 以 求

之、又 不 見。又 旁 求 四 虛 上 下、東 極 絕 天 海、跨 蓬 壺、見 最 高 仙 山 。上 多 樓 闕 、
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西 廂 下 有 洞 戶 、 東 嚮 、 纏 其 門 、 署 曰 玉 妃 太 真 院 。 方 士 抽 簪 叩 扉 、 有 雙 鬟 童 女

出 應 門 。 方 士 造 次 未 及 言 、 而 雙 鬟 復 入 。 俄 有 碧 衣 侍 女 又 至 、 詰 其 所 從 來 。 方

士 因 稱 唐 天 子 使 者、且 致 其 命。碧 衣 云、玉 妃 方 寢、請 少 待 之。 于 時 雲 海 沈 沈 、

洞 天 日 暮 。 瓊 戶 重 闔 、 悄 然 無 聲 。 方 士 屏 息 斂 足 、 拱 手 門 下 。

[麗 ]成 都 方 士 能 乘 氣 而 遊 上 清 *｡感 皇 心 追 念 楊 貴 妃 不 巳 [已 ]｡乃 上 大 羅 天 *、

入 地 府 *、 目 眩 心 搖 、 求 之 不 見 。 遂 駕 瑯 輿 *、 張 雲 蓋 *､浮 碧 落 ､東 下 海 中 三 山 ､

遂 入 蓬 萊 宮 中 。 金 殿 西 廂 有 洞 戶 ､闔 其 門 ｡署 曰 玉 真 太 妃 院 。 扣 門 久 之 、 有 青 衣

玉 童 出 ｡方 士 傳 漢 天 子 命 、 既 入 瓊 扉 重 闔 、 悄 然 無 聲 ｡方 士 息 氣 重 足 、 拱 手 門 下 ｡

[訓 ]成 都 の 方 士 、
よ
能 く 気 に 乗 り 上 清 に 遊 ぶ 。皇 心 楊 貴 妃 を 追 念 し て

や
已 ま ざ

る に 感 ず 。 乃 ち 大 羅 天 に
の ぼ
上 り 、 地 府 に 入 る も 、 目

ま ぶ
眩 し く 心 搖 れ て 、 之 れ

を 求 む れ ど も 見 え ず 。 遂 に
ろ う よ
瑯 輿 に 駕 し 、 雲 蓋 を 張 り 、 碧 落 に 浮 か び 、 東 の

か た 海 中 三 山 に 下 り 、 遂 に 蓬 莱 宮 中 に 入 り た り 。 金 殿 西 廂 に
ど う こ
洞 戶 有 り て 、

其 の 門 を
と
闔 ず 。 署 し て 曰 く 、 玉 真 太 妃 院 と 。 門 を

た た
扣 く こ と 之 れ を 久 し く す

る に 、青 衣 の 玉 童 の 出 ず る 有 り 。方 士 漢 の 天 子 の 命 を 伝 う る に 、 既 に 入 る や

け い ひ
瓊 扉 重 く

と
闔 じ 、悄 然 と し て 声 無 し 。 方 士 気 を

ひ そ
息 め 足 を

か さ
重 ね 、手 を 門 下

に
こ ま ぬ
拱 く 。

[訳 ]成 都 の 方 士 で 、 気 に 乗 り 天 上 の 仙 界 に 遊 ぶ こ と の で き る 者 が い た 。 皇

帝 が 貴 妃 を 追 慕 し て や ま な い そ の 思 い に 感 じ 、天 界 に 上 り 、冥 土 に 入 っ た が 、

目 は く ら み 心 臓 は ど き ど き し て 、 貴 妃 を 探 し て も 見 つ け る こ と が で き な い 。

そ こ で 、 瑯 の 玉 の 御 輿 に 乗 り 、 雲 蓋 を 張 っ て 空 を 飛 び 、 東 の 方 、 海 中 の 三 山

に 下 り て 、 蓬 莱 宮 の 中 に 入 っ て い っ た 。 金 殿 の 西 の ひ さ し に 入 り 口 が あ り 、

そ の 門 は 閉 ざ さ れ て い た 。 門 に は 「 玉 真 太 妃 院 」 と 記 さ れ て い た 。 扉 を 何 度

も 叩 く と 、 青 衣 の 童 子 が 出 て き た 。 方 士 は 漢 の 天 子 の 使 い で あ る こ と を 伝 え

た と こ ろ 、 童 子 は 中 へ 入 っ て い き 、 扉 は 重 く 閉 じ ら れ た ま ま で 、 ひ っ そ り と

し て 何 の 音 も し な い 。 方 士 は 息 を ひ そ め 、 つ つ ま し く 足 を そ ろ え 、 門 の 下 で

手 を こ ま ね い て 時 の 来 る の を 待 っ た 。

こ の 一 段 、 ま ず 、 方 士 が 、貴 妃 を 探 索 す る に 至 る 記 述 に 微 妙 な 違 い が あ る 。

方 士 に つ い て の 説 明 、 「 麗 」 が 詳 し い 。 ま た 「 伝 」 で は 、 「 知 皇 心 念 楊 妃 如

是 」と 冷 静 に「 皇 心 」の「 是 の 如 き 」を「 知 」っ た と い う が 、「 麗 」で は「 皇
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心 の 楊 貴 妃 を 追 念 す る こ と 已 ま ざ る に 感 じ
． ． ． ． ． ． ．

」 と 、 方 士 が 天 子 の 思 い の 切 実 さ

に 、 「 感 」 、感 動 し た と 、 方 士 と 天 子 と の 共 感 を 強 調 す る 筆 致 に な っ て い る 。

こ の 「 感 」 の 一 字 は 、 「 歌 」 77.78 句 に 「 為 感
．
君 王 展 轉 思 ､遂 教 方 士 殷 勤 覓 」

と あ る 「 感 」 の 字 を 採 っ た も の だ ろ う 。

ま た 「 伝 」 で は 、 「 玄 宗 大 い に 喜 び 、 其 の 神 を 致 さ ん こ と を 命 じ 」 て 、 方

士 は 探 索 を 始 め る の だ が 、 「 麗 」 で は 、 方 士 は 「 皇 心 」 に 感 動 す る と 、 命 ぜ

ら れ る こ と な く 、 「 大 羅 天 に
の ぼ
上 」 っ て い る 。 天 子 の 貴 妃 へ の 思 い に 感 じ て

の 、 方 士 の 積 極 性 が 強 調 さ れ て い る 。

以 下 、 こ の 段 落 で も 、 貴 妃 即 ち 仙 界 の 「 玉 妃 」 の 描 き 方 に 大 き な ち が い が

あ る 。

蓬 莱 宮 の 「 太 真 院 」 を 探 し あ て る ま で の 記 述 。 「 麗 」 の 「 碧 落 」 は 青 空 。

「 歌 」 81 句 に 「 上 は 碧 落 を 窮 め 下 は 黄 泉 」 と あ る の を 摂 取 し て い る 。 「 麗 」

の 「 目 眩 心 搖 、 求 之 不 見 」 は ､「 歌 」 の 82 句 「 兩 處 茫 茫 皆 不 見 」 を 四 字 二 句

に し た も の 。 「 金 殿 西 廂 」 は 、 「 歌 」 89 句 に 「 金 闕 西 廂 叩 玉 扃 」 と あ る の を

取 り 入 れ て い る 。 「 麗 」 は 、 「 歌 」 の 語 を 取 り 入 れ 、 「 歌 」 を 忠 実 に 解 釈 し

て い る 。

「 玉 真 太 妃 院 」 に 着 い て か ら の 記 述 。 こ の 「 玉 真 太 妃 院 」 は 「 玉 妃 太 真 院 」

で あ る べ き も の の 、書 写 時 も し く は 刊 刻 時 に 生 じ た 単 純 な ミ ス だ ろ う 。『 周 』

は 、 明 朝 で 重 刊 時 に 生 じ た 、 書 写 者 が 無 教 養 で あ る が ゆ え の 膨 大 な 個 別 の 誤

り の 一 例 だ と す る (65 頁 )。

こ の 段 落 、「 伝 」に 比 べ て「 麗 」は ず っ と 簡 潔 で あ る 。「 伝 」は 何 ゆ え に 長

い の か ？ そ れ は 、 仙 界 の 玉 妃 を も っ た い ぶ っ て 、 次 の 段 落 で 登 場 さ せ る た め

で あ る 。 「 伝 」 で は ま ず 「 双 鬟 の 童 女 」 が 応 対 し 、 方 士 が こ れ に あ わ た だ し

く 応 え よ う と す る と (方 士 の 態 度 が 小 者 っ ぽ く 描 か れ て い る 、 こ れ と 反 対 に 、

玉 妃 側 は 尊 大 で も っ た い ぶ っ て い る )、童 女 は 門 中 に 入 っ て い っ て し ま い 、代

わ っ て 碧 衣 の 侍 女 が 出 て き て 「 其 の
よ
従 り て 来 た る と こ ろ を

と
詰 う 」、 高 飛 車 に 、

ど こ か ら 来 た の か と 問 い 詰 め る の で あ る 。 し か も 来 意 を 聞 い た 侍 女 は 、 玉 妃

は い ま 寝 て い る か ら し ば ら く 待 て と い う 。 さ ら に 、 方 士 は 礼 儀 正 し く 手 を 胸

前 に そ ろ え 、 息 も 静 か に 長 時 間 待 ち 、 よ う や く に し て 玉 妃 は 登 場 し て く る 。

玉 妃 側 は 、 尊 大 で も っ た い ぶ っ て い る 。 こ れ が 「 伝 」 の こ の 段 で あ る 。
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で は「 麗 」は ど う か ？「 伝 」に 見 え る 玉 妃 の 尊 大 さ を 示 す 記 述 は 、「 麗 」に

は な い 。 取 り 次 ぎ は 、 「 青 衣 の 玉 童 」 だ け で あ る 。 「 伝 」 の よ う に 二 段 階 に

は な っ て い な い 。こ れ だ け で も か な り 簡 略 化 さ れ て い る 。「 玉 妃 は 寝 て い る 」

な ど と い う 使 者 を 軽 ん じ た こ と は も ち ろ ん い わ な い 。 最 後 の し ば ら く 待 つ 場

面 は「 既 入 瓊 扉 重 闔 、悄 然 無 聲 ｡方 士 息 氣 重 足 、拱 手 門 下 」で あ り 、こ れ は「 伝 」

の 最 後 と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 だ が 、 「 麗 」 の こ れ だ け の 記 述 で あ れ ば 、 玉 妃 を

尊 大 に 感 ず る こ と は な い 。天 子 の 使 い が や っ て き た と い う 重 大 事 な の だ か ら 、

貴 妃 が 中 で ど の よ う に 驚 い て い る の か 、 あ る い は う ろ た え て い る の か 、 し か

と は わ か ら な い が 、 中 の 貴 妃 の 様 子 を 読 者 は 想 像 す る こ と に な る 。

[9]

[伝 ]久 之 、 而 碧 衣 延 入 。 且 曰 、 玉 妃 出 。 見 一 人 冠 金 蓮 、 被 紫 綃 、 佩 紅 玉 、 曳

鳳 舄 、 左 右 侍 者 七 八 人 。 揖 方 士 、 問 皇 帝 安 否 、 次 問 天 寶 十 四 載 已 還 事 。 言 訖

憫 默。指 碧 衣 女 取 金 釵 鈿 合、各 析 其 半、授 使 者 曰、為 我 謝 太 上 皇、 謹 獻 是 物 、

尋 舊 好 也 。 方 士 受 辭 与 信 、 將 行 、 色 有 不 足 。 玉 妃 固 徵 其 意 、 復 前 跪 致 詞 、 請

當 時 一 事、不 聞 于 他 人 者、驗 於 太 上 皇。不 然、恐 鈿 合 金 釵、負 新 垣 平 之 詐 也 。

[麗 ]海 上 風 微 、 洞 天 *日 暖 、 乃 見 仙 女 數 人 、 相 隨 出 戶 、 延 客 、 至 玉 堂 ｡堂 上

褰 九 華 悵 [帳 ]、 有 一 人 冰 雪 姿 。 芙 蓉 冠 、 露 綃 帔 *。 儼 然 如 在 姑 射 山 *、 前 揖 。

方 士 傳 漢 天 子 命 、 言 未 終 、 退 立 慘 然 、 憶 一 念 之 心 、 復 墮 下 界 。 因 泣 下 ､使 青 衣

小 童 取 金 釵 一 股 ･鈿 合 一 扇、奉 太 上 皇。苟 心 如 金 堅 如 鈿、上 為 天 人、下 為 世 人 、

重 相 見 時 好 合 如 舅 [舊 ]。 方 士 受 其 信 將 行 、 色 有 不 足 。 玉 妃 固 徵 其 意 、 復 前 跪

致 詞 、 曰 、 請 付 當 時 一 事 、 不 聞 于 人 者 、 騐 [驗 ]於 漢 天 子 。 畏 金 釵 鈿 合 、 負 新

垣 平 之 詐 *也 。

[訓 ]海 上 風
か す
微 か に 、 洞 天 日 は 暖 か に し て 、 乃 ち 仙 女 数 人 の 相 い 随 い て

戸 を
い
出 ず る を 見 た り 。 客 を

ま ね
延 き 、玉 堂 に 至 る 。堂 上 に は 九 華 の 帳 を

か か
褰 げ 、

い ち に ん
一 人 の 冰 雪 の 姿 な る 有 り 。芙 蓉 の 冠 、

ろ し よ う
露 綃 の

ひ
帔 。儼 然 と し て

こ や さ ん
姑 射 山

に 在 る が 如 し 、
す す
前 み て

ゆ う
揖 す 。 方 士 漢 の 天 子 の 命 を 伝 う 、言

い ま
未 だ 終 わ ら

ざ る に 、
し り ぞ
退 き 立 ち て 慘 然 た り 。一 念 の 心 、

ま
復 た 下 界 に

お
墮 ち ん こ と を

お お も
憶

う 。
よ
因 り て

な み だ
泣 下 る 、 青 衣 の 小 童 を し て 金 釵 一 股 、 鈿 合 一 扇 を 取 ら し め 、

太 上 皇 に 奉 ず 。 苟 く も 心 の
き ん
金 の 如 く 、 堅 き こ と 鈿 の

ご と
如 く ん ば 、 上 は 天 の

人 と
な
為 り 、 下 は 世 の 人 と 為 り 、

か さ
重 ね て 相 い

ま み
見 ゆ る 時 、 好 合 す る こ と 旧 の
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如 し 。 方 士
そ
其 の

し る し
信 を 受 け て

ま さ
将 に 行 か ん と す る に 、 色 に 足 ら ざ る 有 り 。

玉 妃 固 く 其 の 意 を 徵 す れ ば 、 復 た
す す
前 み

ひ ざ ま ず
跪 き 詞 を 致 し て 、 曰 く 、 「 請

う 当 時 の 一 事 の 、人 に 聞 こ え ざ る 者 も て 、漢 の 天 子 に
あ ら た
験 め ら れ ん こ と を 。

鈿 合 金 釵 の 、
し ん え ん ぺ い
新 垣 平 の

い つ わ り
詐 を 負 う を 恐 る る な り 」 と 。

[訳 ]海 上 に 風 は お だ や か に 吹 き 、 仙 界 に 日 は 暖 か で あ る 。 し ば ら く す る と

仙 女 数 人 が つ れ だ っ て 戸 か ら 出 て き て 、 客 を 手 招 き し 、 玉 堂 に 案 内 し て く れ

た 。 堂 上 に は 九 華 の 刺 繍 を ほ ど こ し た 帳 が か か げ ら れ 、 そ こ に 雪 の よ う に 白

い 肌 の 女 性 が い た 。 芙 蓉 の 冠 を か ぶ り 、 つ ゆ し た た る よ う な 薄 絹 の う ち か け

を か け て い る 。 お ご そ か で 、 姑 射 山 に い る よ う で あ り 、 女 は 進 み で て 腕 を 前

で 組 み 合 わ せ る 丁 寧 な 挨 拶 を し た 。 方 士 が 漢 の 天 子 の 命 令 を 伝 え る と 、 ま だ

言 い 終 わ ら な い う ち に 、 身 を 退 い て 悲 し げ な よ う す で あ る 。 そ し て 、 「 天 子

を お 慕 い 申 し 上 げ る こ の ひ と す じ の 思 い の ゆ え に 、 ま た ふ た た び 下 界 に 落 ち

た い と 思 う の で ご ざ い ま す 」 と い う 。 こ の た め に 涙 を は ら は ら と 流 し 、 青 衣

の 童 子 に 金 釵 ひ と ふ り と 螺 鈿 の は こ を 取 ら せ ､「 太 上 皇 に 謹 ん で さ し あ げ ま

す 。こ の 金 の 簪 ･螺 鈿 の 箱 の よ う に 私 た ち の 心 が 堅 け れ ば 、上 は 天 の 人 と な り 、

下 は 世 の 人 と な っ て 、 き っ と 再 び お 会 い し て 、 昔 の よ う に な か む つ ま じ く す

る こ と で ご ざ い ま し ょ う 」 と い う 。 方 士 は 、 そ の 証 拠 の 品 を 受 け 取 っ て 、 立

ち 去 ろ う と し た が 、 何 か 不 満 な 顔 つ き で あ る 。 玉 妃 が そ の 意 向 を つ よ く 問 い

た だ す と 、 方 士 は ま た 玉 妃 の 前 ま で 進 み 出 て ひ ざ ま ず き 、 申 し 上 げ た 。 「 ど

う か 、 当 時 の こ と で 、 他 の 人 間 が 知 ら な い も の で 、 漢 の 天 子 が 確 か め ら れ る

も の を お 示 し く だ さ い 。 そ う で な け れ ば 、 螺 鈿 の 小 箱 も 金 の 簪 も 、 あ の 漢 の

新 垣 平 の よ う に 詐 欺 で は な い か と 疑 わ れ る の で は な い で し ょ う か 」 と 。

仙 界 で 貴 妃 と 方 士 が 会 う 場 面 。 こ の 一 段 も 、 重 大 な 相 違 が あ る 。

  「 麗 」で は 、「 方 士 漢 の 天 子 の 命 を 伝 う 。言
い ま
未 だ 終 ら ざ る に 、退 き 立 ち

て 慘 然 、 一 念 の 心 、 復 た 下 界 に
お
堕 ち ん こ と を

お も
憶 う 」 と な っ て い て 、 方 士 の

言 葉 を 聞 い た と た ん に 、 貴 妃 は 下 界 に 堕 ち た い と の 思 い を 表 明 し て い る 。 す

な わ ち 「 伝 」 の よ う に 、 玉 妃 が 貴 妃 で あ る こ と の 証 拠 と し て 、 こ れ が 最 後 に

配 置 さ れ る の で な く 、 貴 妃 の 愛 情 の 率 直 な 発 露 と し て の 性 格 を も た さ れ て 、

方 士 と 会 っ た そ の 始 め に 、 「 言 未 だ 終 わ ら ざ る に 」 の 語 を 加 え て 、 こ の 語 が



- 25 -

置 か れ て い る 。こ れ に よ り 、玄 宗 を 愛 す る 玉 妃 の 思 い と 姿 が 強 調 さ れ て い る 。

玉 妃 の 嘆 き は 強 い 。「 麗 」の「 憶 一 念 之 心 … … 」は 、「 伝 」で は 次 の 段 に「 由

此 一 念 、 又 不 得 居 此 、 復 墮 下 界 、 且 結 後 緣 。 或 為 天 、 或 為 人 、 決 再 相 見 、 好

合 如 舊 」 と 見 え る 。 思 う に 、 こ の 部 分 に つ い て は 、 明 ら か に こ れ は 、 「 伝 」

が 先 で あ る 。 「 伝 」 に お い て は 、 七 月 七 日 の 玄 宗 と の 誓 い を 思 い 出 し た 後 に

こ の 一 文 が 来 る 。 こ れ は 自 然 で あ る 。 そ れ が 「 麗 」 で は 、 方 士 の 来 意 を 聞 い

た と た ん に 、 「 此 の 一 念 」 を 起 こ し て お り 、 唐 突 の 感 を 免 れ な い 。 「 伝 」 と

比 較 す れ ば こ そ 、そ う 思 う の か も 知 れ な い が 、「 麗 」は 、こ の 一 段 が 、玉 妃 (仙

界 の 貴 妃 )が 天 子 を 愛 す る 思 い を ほ と ば し ら せ 永 遠 の 愛 を 願 う と こ ろ で あ る

か ら 、 こ れ を 、 い き な り 方 士 と の 会 話 の 冒 頭 に 持 っ て く る こ と で 、 玉 妃 の 愛

の 深 さ と 切 な さ 、 天 子 を 愛 す る 玉 妃 の 愛 ら し さ を 強 調 し よ う と し た の で あ ろ

う 。 い ま 一 つ 、 こ の 文 の 位 置 が ち が う だ け で は な く 、 「 麗 」 の 「 憶 一 念 之 心 、

復 墮 下 界
． ． ． ．

」 と 、 ｢伝 ｣の 「 由 此 一 念 、 又 不 得 居 此 、 復 墮 下 界
． ． ． ． ． ． ． ． ．

、 且 結 後 緣 」 に も

大 き な ち が い が あ る 。 ｢伝 ｣は 「 此 こ に 居 る を 得 ず 」 、 自 ら の 意 思 で 下 界 に 堕

ち る の で は な く 、 そ う せ ざ る を 得 な い 力 ― そ れ は 仙 界 の 掟 だ ろ う が ― に よ っ

て 下 界 に 堕 ち る こ と に な る と い う 。 こ れ に 対 し て 、 「 麗 」 で は 、 そ の よ う な

他 律 的 な 力 は 働 い て い な い 。 彼 女 は 自 ら の 一 途 な 思 い に よ っ て 、 そ の 思 い に

従 い 、 下 界 に 堕 ち る こ と を 思 う の で あ る 。 こ こ に も 、 玉 妃 の 天 子 へ の ひ た す

ら な る 愛 の 表 現 を 見 る こ と が で き る 。

こ の 最 も 重 大 な 相 違 に 即 応 し て 、 「 伝 」 と の 他 の ち が い も 、 み な 貴 妃 の 形

象 を よ り 愛 ら し く 、 よ り し と や か に す る 工 夫 が な さ れ て い る 。 そ も そ も 登 場

の 場 面 か ら し て 、「 伝 」 の 玉 妃 が 尊 大 で あ る の と は ま る で ち が う 。「 伝 」 は 、

「 見 一 人 冠 金 蓮 、 披 紫 綃 、 佩 紅 玉 、 曳 鳳 舄 、 左 右 侍 者 七 八 人 」 と な っ て い て 、

大 物 の 仙 女 の ま わ り に 侍 者 が 七 八 人 、 と い う こ と で 、 こ の 玉 妃 は 位 の 高 い 仙

女 だ と い う こ と が 示 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 「 麗 」 で は 、 あ た た か く お

だ や か な 情 景 の 中 、 数 人 の 仙 女 た ち が さ ん ざ め き な が ら 登 場 し 、 方 士 を ひ っ

ぱ っ て い き 、 堂 上 の 貴 妃 の も と に 連 れ て い く 。 華 や か で 明 る く 、 心 安 ら ぐ 感

じ が す る 。

な お 、 貴 妃 が 「 九 華 の 帳 を 褰 げ て い る 」 の は 、 「 歌 」 の 92 句 に 「 九 華 帳 裏

夢 魂 驚 く 」 と い う こ の 「 九 華 帳 」 の 語 を 用 い て い る 。 貴 妃 を 「 冰 雪 姿 」 と 形
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容 す る の も 、上 に 述 べ た よ う に 、「 歌 」88 句 の「 雪 膚 」を 承 け た も の で あ る 。

次 い で 玉 妃 が 身 に つ け て い た 物 を 、｢伝 ｣は「 冠 金 蓮 (金 の 蓮 の 冠 )、被 紫 綃 (紫

の 薄 絹 )、 佩 紅 玉 (紅 の 佩 び 玉 )、曳 鳳 舄 (鳳 凰 の 刺 繍 を 施 し た 靴 )」 と 四 句 も 重

ね 、 全 身 こ れ き ら び や か で 、 玉 妃 が 高 位 の 仙 女 で あ る こ と を 強 調 し て い る 。

こ の 部 分 、 「 麗 」 は 「 芙 蓉 冠 、 露 綃 帔 」 と 二 句 に ま と め て い る 。 「 芙 蓉 」 は

「 歌 」 で は 、 14 句 「 芙 蓉 の 帳 春 暖 か に し て 春 宵 を 度 る 」 、 58 句 「 太 液 の 芙

蓉 未 央 の 柳 」、60 句「 芙 蓉 は 面 の 如 く 柳 や 眉 の 如 し 」と 三 度 も 登 場 す る 。芙

蓉 の 艶 や か さ ･ひ た む き さ（ ８ ）を 貴 妃 に 似 合 う も の と す る 点 で 、こ こ も「 麗 」

は 「 歌 」 を 襲 っ て い る 。 ま た 、 「 芙 蓉 」 は 「 金 蓮 」 の 冠 よ り も 素 朴 で あ り 、

「 露 綃 」 も 「 紫 綃 」 の 「 紫 」 と い う 高 貴 な 色 で は な い 。 ｢伝 ｣が 玉 妃 (仙 界 の 貴

妃 )の 高 貴 さ を 際 立 た せ よ う と し て い る の に 対 し て 、「 麗 」は 玉 妃 の 女 性 ら し

い 美 し さ に 焦 点 を 当 て て い る 。

次 い で 、 「 麗 」 で は 上 に 述 べ た よ う に 、 い き な り 「 一 念 の 心 」 が 飛 び 出 す

の だ が 、「 伝 」で は 、 方 士 の 言 葉 を 聞 い た 玉 妃 は 、碧 衣 の 侍 女 に 金 釵 ･鈿 合 を

取 ら せ 、 そ れ を 半 分 に 割 っ て 方 士 に 与 え る こ と に な っ て い る 。 そ れ に 付 す 言

葉 は 冷 静 で 短 い 。 「 為 我 謝 太 上 皇 、 謹 獻 是 物 、 尋 舊 好 也 」 。 こ の 部 分 、 「 麗 」

は「 使 青 衣 小 童 取 金 釵 一 股 ･鈿 合 一 扇 、奉 太 上 皇 。苟 心 如 金 堅 如 鈿 、上 為 天 人 、

下 為 世 人 、重 相 見 時 ､好 合 如 舊 」と な っ て い て 、全 体 に 思 い を 丁 寧 に 述 べ て 長

い の に 加 え 、 「 伝 」 に は な い 「 苟 心 如 金 堅 如 鈿 」 の 語 が あ る 。 こ れ は 「 歌 」

の 111.11 2 句 「 但 教 心 似 金 鈿 堅 ､天 上 人 間 會 相 見 」 を 言 い 換 え た も の で あ る 。

こ れ だ け で 、 玉 妃 の 天 子 へ の 愛 の 切 実 さ が 強 く 伝 わ り 、 玉 妃 は ず い ぶ ん 愛 ら

し い 。

方 士 は こ れ を 受 け 取 っ て 去 ろ う と す る の だ が 、何 か 不 満 げ で あ る 。そ こ で 、

そ の 理 由 を 問 う 。 方 士 が 答 え る 、 他 人 に は 決 し て わ か ら な い 証 拠 は な い も の

か と 。 こ の 部 分 は ほ と ん ど 変 わ り は な い 。 こ れ は 方 士 の 対 応 だ か ら 、 ち が い

は な く て よ い 。 貴 妃 の 形 象 に 影 響 は し な い 。

[10]

[伝 ]玉 妃 茫 然 退 立 、 若 有 所 思 、 徐 而 言 曰 、 昔 天 寶 十 載 、 侍 輦 避 暑 驪 山 宮 。

秋 七 月 、 牽 牛 織 女 相 見 之 夕 、 秦 人 風 俗 、 是 夜 張 錦 繡 、 陳 飲 食 、 樹 瓜 花 。 焚 香

于 庭 、 號 為 乞 巧 、 宮 掖 間 尤 尚 之 。 時 夜 殆 半 、 休 侍 衛 於 東 西 廂 、 獨 侍 上 。 上 憑
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肩 而 立 、 因 仰 天 感 牛 女 事 、 密 相 誓 心 、 願 世 世 為 夫 婦 。 言 畢 、 執 手 各 嗚 咽 、 此

獨 君 王 知 之 耳 。 因 自 悲 曰 、 由 此 一 念 、 又 不 得 居 此 、 復 墮 下 界 、 且 結 後 緣 。 或

為 天 、 或 為 人 、 決 再 相 見 、 好 合 如 舊 。 因 言 太 上 皇 亦 不 久 人 間 、 幸 惟 自 安 、 無

自 苦 耳 。 使 者 還 、 奏 太 上 皇 。 皇 心 震 悼 、 日 不 豫 。 其 年 夏 四 月 、 南 宮 晏 駕 。

[麗 ]仙 子 欽 容 低 肩 *、合 [含 ]羞 而 言 曰、昔 天 寶 六 年、侍 軰 [輦 ]避 暑 于 驪 山 宮 。

七 月 、 牽 牛 織 女 相 見 之 夕 。 秦 人 風 俗 、 是 夜 張 錦 繡 繒 綺 、 樹 瓜 花 、 陳 飲 食 、 焚

香 于 庭、為 之 乞 巧。三 拜 畢、縷 針 於 月、紝 線 于 裳、夜 方 半 、 歇 侍 衛 於 東 西 廂 。

獨 侍 於 帝、憑 肩 而 玄 [立 ]。相 與 盟 心、 誓 曰、世 世 為 夫 婦。誓 畢 執 手 、 各 嗚 咽 。

此 獨 君 王 知 之 。 方 士 還 長 安 、 奏 于 太 上 皇 。 上 皇 甚 感 自 悲 、 殆 不 勝 情 。 嘻 女 德

無 極 者 也、死 生 大 別 者 也。故 聖 人 節 其 慾、制 其 情、 防 人 之 亂 者 也。生 感 其 志 、

死 溺 其 情 、 又 如 之 何 。

[訓 ]仙 子 容 を
つ つ し
欽 み 肩 を 低 く し 、羞 じ を 含 み て 言 い て 曰 く 、昔 天 宝 六 年 、

れ ん
輦 に 侍 り て 驪 山 宮 に 避 暑 す 。七 月 、牽 牛 織 女 相 い

ま み
見 ゆ る の 夕 べ 、秦 人 の

風 俗 、
こ
是 の 夜

き ん し ゆ う
錦 繡

そ う き
繒 綺 を 張 り 、

か か
瓜 花 を

た
樹 て 、飲 食 を

な ら
陳 べ 、香 を 庭

に
た
焚 き 、之 れ を 乞 巧 と 為 す 。三 拜

お わ
畢 る や 、 針 を 月 に

い と
縷 し 、線 を 裳 に

お
絍 る 。

夜
ま さ
方 に 半 ば な る と き 、侍 衛 を 東 西 の 廂 に

や す
竭 ま し め 、独 り 帝 に 侍 り 、肩 を

よ
憑

せ て 立 ち 、相 い
と も
与 に 心 に

ち か
盟 い 、誓 い て 曰 く 、

よ よ
世 世 夫 婦

た
為 ら ん と 。誓 い

お わ
畢

る や 手 を
と
執 り て 、各 お の

お え つ
嗚 咽 す 。此 れ 独 り 君 王 の み 之 れ を 知 る と 。方 士 長

安 に
か え
還 り て 、太 上 皇 に 奏 す 。上 皇 甚 だ 感 じ て 自 ら 悲 し み 、

ほ と ん
殆 ど 情 に 勝

え ず 。
あ あ
嘻 、 女 德 は 極 ま り 無 き 者 な り 、 死 生 は 大 い な る 別 れ な る 者 な り 。 故

に 聖 人 は 其 の 慾 を 節 し 、 其 の 情 を 制 し 、 人 の 乱 な る 者 を
ふ さ
防 ぐ な り 。 生 き て

は 其 の 志 に 感 じ 、 死 し て は 其 の 情 に 溺 る 、 又 た 之 れ を 如 何 せ ん 。

[訳 ]仙 女 は 襟 を 正 し 、思 い 当 た る こ と が あ っ て ほ っ と し た 様 子 で (「 低 肩 」 は

不 詳 、 仮 り の 訳 )、 恥 ず か し そ う に 言 っ た 、 「 昔 天 宝 六 年 の こ と 、 陛 下 の み

車 に 乗 っ て 驪 山 宮 に 避 暑 に ま い り ま し た 。七 月 、牽 牛 織 女 が め ぐ り あ う 夕 べ 、

長 安 あ た り に は 、 こ の 夜 、 刺 繍 を 施 し た 錦 の 織 物 を 張 り め ぐ ら し 、 瓜 や 花 を

を 飾 り た て 、 飲 み 物 や 食 べ 物 を 並 べ 、 香 を 庭 に
た
焚 く 風 習 が あ り 、 こ れ を 乞 巧

と 申 し ま す 。 三 拝 が 終 わ り ま す と 、 針 に 月 の 光 の 下 で 糸 を 通 し 、 糸 を も す そ

に 縫 い 付 け る の で す (「 紝 線 于 裳 」 は 不 詳 、 仮 り の 訳 )。 あ れ は 夜 も ほ と ん ど

半 ば に な ろ う と い う 時 で し た 。 近 衛 兵 た ち を 東 西 の 脇 部 屋 に 休 ま せ 、 私 一 人
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が 陛 下 の お 側 に 侍 り 、 陛 下 の 肩 に も た れ て 立 ち 、 私 た ち は 互 い に 誓 い あ っ た

の で す 、 い つ ま で も ず っ と 夫 婦 で あ り た い も の だ と 。 言 い 終 わ る と 手 を 取 り

合 い 、 二 人 で む せ び 泣 き ま し た 。 こ の こ と は 陛 下 だ け が ご 存 知 で す 」 。 方 士

は 長 安 に 帰 っ て こ の こ と を 太 上 皇 に 申 し 上 げ た 。 上 皇 は ひ ど く 感 ず る 所 が あ

り 非 常 に 悲 し み 、つ ら く て た え が た い よ う す だ っ た 。あ あ 、婦 女 子 の 性 情 は 、

愛 し 近 づ け れ ば 、足 る こ と を 知 ら な い 、死 ぬ と 生 き る と は 実 に つ ら い 別 れ だ 。

だ か ら 聖 人 は そ の 欲 を お さ え 、 そ の 情 を 制 御 し 、 人 と し て の 乱 れ と 苦 悩 と を

事 前 に 防 ぐ の で あ る 。 生 き て は 女 へ の 深 い 思 い を 抱 き 、 死 ん で も そ の 情 愛 に

溺 れ て 抜 け 出 す こ と が で き な い 、 そ ん な こ と で ど う す る と い う の だ 。

【 澤 崎 】「 欽 [歛 ]容 低 [眉 ]」―「 欽 」字 、傅 校 、明 鈔 本 と も に「 歛 」に 作

る 。 「 歛 」 は 「 斂 」 に 通 用 す る 。 汪 本 ・ 周 本 ・ 張 本 と も に 「 歛 」 に 作 る が 、

下 定 氏 は「 欽 」の ま ま と し 、「「 欽 」は つ つ し む 。「 欽 容 」で 、か し こ ま る

の 意 」(一 ○ 二 頁 )と 解 す る 。「 欽 容 」の 例 は 見 出 し が た い が 、「 歛 容 」で あ

れ ば 、 白 居 易 の 「 琵 琶 引 」 に 「 沈 吟 放 撥 挿 絃 中 、 整 頓 衣 裳 起 斂 容 」 と あ る 。

「 斂 容 」は 表 情 を あ ら た め る 意 。「 低 肩 」の「 肩 」に つ い て は 傅 校 、明 鈔 本

に「 眉 」に 作 る の に 従 う 。汪 本 は す で に「 眉 」に 改 め て い る 。周 本 ・張 本 も

こ れ に な ら う 。 「 低 眉 」 は 、 や は り 白 居 易 「 琵 琶 引 」 に 「 低 眉 信 手 續 續 彈 、

說 盡 心 中 無 限 事 」と あ り 、「 夜 聞 歌 者 」「 一 問 一 霑 襟 、低 眉 終 不 說 」と あ る

な ど 、白 居 易 の 詩 に は 十 一 例 を 数 え る 。な お 、傅 校 の「 原 本 」欄 に 記 さ れ る

の は「 仙 子 欽 容 低 肩 合 羞 而 言 曰 」で あ る が 、こ の う ち「 合 羞 而 言 曰 」に つ い

て「 拠 本 」の 欄 に 校 記 が 記 さ れ て い な い 。対 象 表 に 記 し た よ う に 、こ の 箇 所 、

「 合 」 は 「 含 」 の 誤 り で あ る 。 推 測 す る に 、 傅 氏 は 「 拠 本 」 に お い て 「 含 」

字 を 確 認 し て い た に も か か わ ら ず 、「 合 作 含 」と い う 校 記 を 消 し 忘 れ た の で

は あ る ま い か 。 明 鈔 本 は 「 含 」 で あ る 。

【 澤 崎 】「 謂 之 乞 巧 」ー「 謂 」字 、下 定 氏 は 音 の 近 似 す る「 為 」に 改 め

る が 、 「 謂 」 で 通 じ る 。 傅 校 に 校 記 は な く 、 明 鈔 本 も 「 謂 」 と す る 。

こ の 段 落 で 最 も 大 き な ち が い 。｢伝 ｣の「 由 此 一 念 、又 不 得 居 此 … … 」の 部 分

が 、 「 麗 」 で は こ の 前 段 に 置 か れ て い る こ と 、 上 に 述 べ た 。

い ま 一 つ 、 ｢伝 ｣で は 、 太 上 皇 が 亡 く な っ た こ と が 記 さ れ て い る の に 、 「 麗 」
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に は そ の 記 述 は な く 、 「 嘻 女 德 無 極 者 也 」 以 下 の 文 が あ る こ と で あ る 。 こ の

点 に つ い て は 後 述 す る 。

七 月 七 日 の 誓 い を 語 り 始 め る 部 分 。「 伝 」は「 玉 妃 茫 然 退 立 、若 有 所 思 、徐

而 言 之 曰 」 と 、 や は り 冷 静 で あ る 。 方 士 に 、 二 人 し か 知 ら な い 証 拠 を 出 せ と

い わ れ て お も む ろ に 考 え て 語 る の が 以 下 の 誓 い の 場 面 と 誓 い の 言 葉 で あ る 。

こ れ に 対 し て 、 「 麗 」 は 「 仙 子 欽 容 低 肩 、 合 羞 而 言 」 と 、 証 拠 の 提 示 と い う

よ り も 、二 人 の 誓 い の 場 面 と 言 葉 を 思 い 出 し 、そ れ に 恥 じ ら い を 示 し て い る 。

す な わ ち 、 こ れ ま た 、 証 拠 云 々 を 越 え て 、 玉 妃 の 玄 宗 へ の 愛 が 純 粋 に 感 じ ら

れ る 記 述 に な っ て い る 。

七 月 七 日 の 夜 半 、二 人 が 誓 い の 言 葉 を 交 わ す 場 面 。「 伝 」は 天 宝 十 載 な の に 、

「 麗 」 は 天 宝 六 年 に な っ て い る 。 史 実 と し て は 、 玄 宗 が 楊 氏 の
む す め
女 を 華 清

宮 に 召 し た の は 、 開 元 二 十 八 年 (740)十 月 で あ り 、 貴 妃 と し た の は 天 宝 四 年

(745)で あ る 。天 宝 六 年 の 方 が 、貴 妃 と な っ て ま だ ま も な い こ ろ 、 天 宝 十 年 は

貴 妃 と な っ て 数 年 以 上 経 っ た 時 と い う ち が い が あ る 。 推 測 に 過 ぎ な い が 、 貴

妃 の 初 々 し さ を 強 調 し よ う と す る 意 図 を 持 っ て い る の で は な い だ ろ う か ？

「 麗 」 が ｢伝 ｣を 改 編 し た も の と す れ ば 、 「 天 宝 十 載 」 の 記 述 を に ら み つ つ 、

「 天 宝 六 年 」と す る 方 が 、貴 妃 の う い う い し さ が 自 ず と 現 れ る と 判 断 し て の 、

書 き か え で は な い だ ろ う か ？

「 伝 」は「 時 夜 殆 半 、休 侍 衛 於 東 西 廂 、獨 侍 上 。上 憑 肩 而 立 」と 、玄 宗 が 貴

妃 の 肩 に 身 を 寄 せ る 表 現 に な っ て い る 。 こ れ だ と 、 玄 宗 の 貴 妃 へ の 愛 が ま さ

っ て い る こ と に な る 。 「 麗 」 は 、 「 独 り 帝 に 侍 り 、 肩 を
よ
憑 せ て 立 つ 」 と な っ

て い る 。 す な わ ち 、 貴 妃 が 天 子 に よ り そ う 描 写 に な っ て い る の で あ り 、 天 子

を 愛 す る 可 愛 い 貴 妃 像 に な っ て い る 。

「 伝 」 で は 、 二 人 の 誓 い の 詞 を 方 士 に 伝 え た 後 、 「 由 此 一 念 、 又 不 得 居 此 、

復 墮 下 界 、 且 結 後 緣 。 或 為 天 、 或 為 人 、 決 再 相 見 、 好 合 如 舊 」 と の 玉 妃 の が

語 ら れ る の だ が 、 こ の 部 分 、 「 麗 」 で は 方 士 と 会 っ た 直 後 に 語 ら れ て い る 。

こ れ を ど う 見 る か は す で に 上 に 述 べ た 。

「 伝 」に は 、再 び 玄 宗 へ の 思 い を 甦 ら せ て し ま っ た 以 上 、ま た 下 界 に 堕 ち る

し か な い と 言 っ た 上 で 、「 因 言 太 上 皇 亦 不 久 人 間 、幸 惟 自 安 、 無 自 苦 耳 」と 、

玄 宗 の 命 が 長 く な い こ と を 予 言 し 、 お 体 を 大 切 に と い う 語 が あ る が 、 「 麗 」
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に は こ れ が な い 。 こ の 一 文 は 、 人 間 た る 玄 宗 が ま も な く 命 尽 き る こ と を 予 言

し て い る も の で 、玄 宗 を 愛 す る 貴 妃 を 描 出 す る に は ふ さ わ し い も の で は な い 。

す で に 上 に 見 て き た 、 「 麗 」 の 目 的 ― す な わ ち 、 愛 し て し ま え ば 自 ら は そ れ

を ど う す る こ と も で き な い 愛 の 魔 力 を 述 べ る こ と ― に か な う よ う に 、 こ の 一

文 は 削 ら れ て い る （ 「 伝 」 が 先 だ と す れ ば ） と 考 え る 。

  方 士 が 玄 宗 に 報 告 す る 場 面 。「 麗 」は 、「 方 士 長 安 に 還 り 、太 上 皇 に 奏 す 。

上 皇 甚 だ 感 じ て 自 ら 悲 し み 、 殆 ん ど 情 に
た
勝 え ず 」 で 終 わ っ て い る 。 太 上 皇 の

死 は 述 べ ら れ ず 、代 わ り に 、「 麗 」が 書 か れ た 目 的 ･主 題 と い っ て よ い こ と が 、

「
あ あ
嘻 、 女 德 は 極 ま り 無 き 者 な り 、 死 生 は 大 い な る 別 れ な る 者 な り 。 故 に 聖

人 は 其 の 慾 を 節 し 、 其 の 情 を 制 す 。 人 の 乱 を 防 ぐ 者 な り 。 生 き て は 其 の 志 に
． ． ． ． ． ． ． ．

感 じ
． ．

、 死 し て は 其 の 情 に 溺 る る は
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

、 又 た 之 れ を 如 何 せ ん 」 と 、 述 べ ら れ て い

る 。こ れ は 、「 李 夫 人 」に 近 い 。「 李 夫 人 」の 最 後 の 四 句 は こ う で あ る 。「 生
．

き て
． ．

亦 た 惑 い
． ． ． ．

、 死 に て 亦 た 惑 う
． ． ． ． ． ． ．

。 尤 物 は 人 を し て 忘 れ ざ ら し む 。 人 は 木 石 に

非 ず 皆 な 情 有 り 、
し
如 か ず 傾 城 の 色 に 遇 わ ざ る に 」 。 「 麗 」 の 「 識 語 」 の 前 の

こ の 部 分 も ま た 、「 李 夫 人 」と 同 じ く 、「 尤 物 」の 無 限 の 魅 力 (=魔 力 )を 確 認

す る と と も に 、「 尤 物 」を 愛 し て し ま っ た 天 子 の 悲 嘆 の 深 さ を 強 調 し て い る 。

た だ し 、 「 李 夫 人 」 の よ う に 、 「 尤 物 」 に 遇 わ な い こ と だ と い う 結 論 で は な

い 。 訓 戒 で 結 ん で は い な い 。 訓 戒 で あ る よ り も 、 愛 し て し ま え ば 、 ど う す る

こ と も で き な い 人 (男 )の
さ が
性 へ の 詠 嘆 で 、 「 麗 」 は 終 わ っ て い る 。 こ の 点 は

「 歌 」 に 近 い 。 「 麗 」 は 、 そ の 主 題 と い う 角 度 か ら 見 る 時 、 ｢伝 ｣と は 正 反 対

と い え る ほ ど に 離 れ て お り 、「 歌 」 と 「 李 夫 人 」の 間 に 位 置 す る と 見 る の が 、

最 も 精 密 な 定 位 で は な か ろ う か ？

[11]

[伝 ]元 和 元 年 冬 十 二 月 日 、 太 原 白 樂 天 自 校 書 郎 尉 于 盩 厔 、 鴻 與 瑯 邪 王 質 夫

家 于 是 邑 。 暇 日 相 攜 遊 仙 遊 寺 、 語 及 此 事 、 相 与 感 歎 。 質 夫 舉 酒 於 樂 天 前 曰 、

夫 希 代 之 事 、 非 遇 出 世 之 才 潤 色 之 、 則 与 時 銷 沒 、 不 聞 於 世 。 樂 天 深 於 詩 、 多

於 情 者 也。試 為 歌 之、如 何 ？ 樂 天 因 為 長 恨 歌。意 者 不 但 感 其 事、亦 欲 懲 尤 物 、

窒 亂 階 、 垂 於 將 來 也 。 歌 既 成 、 使 鴻 傳 焉 。 世 所 不 聞 者 、 予 非 開 元 遺 民 、 不 得

知 。 世 所 知 者 、 有 玄 宗 本 紀 在 、 今 但 傳 長 恨 歌 云 爾 。

[麗 ]元 和 年 冬 十 二 月 、 大 [太 ]原 白 居 易 、 慰 [尉 ]于 盩 屋 [厔 ]。 予 與 瑯 邪 王 質
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夫 、 家 仙 游 谷 。 因 暇 曰 [日 ]、 攜 手 入 山 。 質 夫 於 道 中 、 語 及 於 是 、 白 樂 天 大 深

於 思 者 也 。 有 出 世 之 才 、 以 為 往 事 多 情 而 感 人 也 深 。 故 為 長 恨 詞 、 以 歌 之 。 使

鴻 傳 焉 。 世 所 隱 者 、 鴻 非 史 官 不 知 、 所 知 者 有 玄 宗 内 傳 *今 在 。 予 所 據 王 質 夫 說

之 爾 ｡

[訓 ]元 和 年 冬 十 二 月 、 太 原 白 居 易 、
ち ゆ う ち つ
盩 厔 に 尉 た り 。 予 と

ろ う や
瑯 邪 王 質

夫 と は 仙 游 谷 に 家 す 。 暇 日 に
よ
因 り 、 手 を 携 え て 山 に 入 る 。 質 夫 道 中 に て 是 れ

に 語 り 及 ぶ 、白 楽 天 は 大 い に 思 い に 深 き 者 な り 、
し ゆ つ せ い
出 世 の 才 有 り 、

お も
以 為 え

ら く 往 事 は 多 情 に し て 人 を 感 ぜ し む る や 深 し と 。 故 に 長 恨 詞 を
つ く
為 り 、 以 て

之 れ を 歌 い 、 陳 鴻 を し て 伝 せ し む 。 世 に 隠 る る 所 の 者 、 鴻 は 史 官 に 非 ざ れ ば

知 ら ず 、 知 ら る る 所 の 者 は 、 『 玄 宗 内 伝 』 の 今
あ
在 る 有 り 。 予 の

よ
拠 る 所 は 王 質

夫
こ
之 れ を 説 く の み 。

[訳 ]元 和 元 年 冬 十 二 月 、 太 原 の 白 居 易 は 、 盩 厔 の 県 尉 だ っ た 。 私 (陳 鴻 )と

瑯 邪 の 王 質 夫 と は 仙 游 谷 に 住 ん で い た 。 あ る 暇 な 日 に 、 連 れ だ っ て 山 に 入 っ

て い っ た 。 そ の 道 中 、質 夫 が こ の こ と （ 天 子 と 貴 妃 と の 情 愛 ） に つ い て 話 し 、

「 白 楽 天 は 深 く も の ご と を 考 え る 人 間 だ 。 世 に 秀 で た 才 が あ る 。 昔 の こ と は

情 が 深 く 人 を 感 動 さ せ る と い っ て い る 」 。 そ こ で 、 (白 楽 天 は )「 長 恨 詞 」 を

作 り 、 こ れ を 歌 に し 、 陳 鴻 に 伝 を 書 か せ た 。 世 の 中 に 伝 わ っ て い な い こ と に

つ い て は 、 私 陳 鴻 は 史 官 で は な い か ら 知 ら な い 。 世 に 知 ら れ て い る こ と に つ

い て は 、 『 玄 宗 内 伝 』 の 記 述 が 今 日 あ る 。 私 は た だ 王 質 夫 が い う こ と に 基 づ

い て こ れ を 書 い た の で あ る 。

【 澤 崎 】 「 白 樂 大 (天 )深 於 思 者 也 」 ― 下 定 論 文 は 本 文 を 「 白 樂 天 大 )深

於 思 者 也 」と し て 、「 白 楽 天 は 大 い に 思 い に 深 き 者 な り 」(九 五 頁 )と よ む が 、

底 本「 白 樂 大 」が「 白 樂 天 」の 誤 り で あ る た め に 、う っ か り「 大 」を 残 し た

ま ま に 読 ま れ た も の で あ ろ う 。ま た「 思 」は 四 庫 全 書 本 は「 恩 」に 作 る 。筆

誤 で あ ろ う 。

「 識 語 」の 部 分 に も 大 き な 異 同 が あ る 。 「 伝 」で は 、 三 人 が 仙 遊 寺 に 集 ま っ

て 、 王 質 夫 が 白 居 易 に 歌 を 作 る よ う に 勧 め 、 白 居 易 が 「 歌 」 を 作 り 、 陳 鴻 が

こ れ を 「 伝 」 し た こ と に な っ て い る 。 し か し 、 「 麗 」 で は 三 人 が 集 ま っ た の

で は な い 。 王 質 夫 の 提 言 が き っ か け と な っ て 、 白 居 易 が 「 歌 」 を 作 り 、 陳 が
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「 長 恨 歌 伝 」 を 書 く こ と に な っ た 。 「 長 恨 歌 伝 」 の 記 述 も 、 史 官 で は な い か

ら 、 当 時 の こ と を 知 っ て 書 い て い る わ け で は な く 、 世 間 に 知 ら れ て い る こ と

は 、 玄 宗 の 伝 記 に も 記 さ れ て い る 通 り で あ り 、 私 は た だ 王 質 夫 が い う こ と に

基 づ い て 書 い た の だ と い う 。

王 質 夫 の 役 割 が 大 き い 。 「 歌 」 と 「 長 恨 歌 伝 」 の 生 ま れ る 原 因 が 、 ほ と ん

ど 、 王 質 夫 の 提 案 に よ っ て い る 。

そ し て 、 記 述 内 容 も ま た 、 世 間 の 人 が 知 ら な い こ と で も な い し 、 世 間 に 知

ら れ て い る こ と で も な い 。 た だ 、 王 質 夫 が い う こ と に 基 づ い て 書 い た の だ と

い っ て い る 。 こ れ は 、 「 麗 」 が 史 実 に 即 し て 書 い た の で は な い と い う 姿 勢 を

こ こ に 表 明 し た も の で あ る 。

い ま 一 つ 、 「 麗 」 の 主 題 に 関 わ っ て 重 要 な こ と 。 「 尤 物 を 懲 ら す 」 と い う

こ と が こ こ に は 書 か れ て い な い 。 「 麗 」の 主 題 は 、 た し か に 「 尤 物 を 懲 ら す 」

こ と に は な か っ た 。 「 麗 」 が 「 伝 」 を に ら み つ つ 、 改 変 し た も の と す れ ば 、

「 麗 」の 作 者 は 、こ こ で も 、 「 尤 物 」 の た ぐ い ま れ な 魅 力 (=魔 力 )が 天 子 を も

虜 に し て し ま う 、男 女 の 情 愛 の 力 へ の 感 嘆 を 述 べ た の だ と 、自 ら の ね ら い (主

題 )を 表 白 し て い る こ と に な る だ ろ う 。

お わ り に

「 麗 」と「 伝 」を 比 較 す る と 、「 麗 」は 、こ と が ら の 外 面 的 な 展 開 に お い て

は 、 「 伝 」 と さ ほ ど 異 な ら な い 。 し か し 、 ど の 段 落 に お い て も 、 貴 妃 に 対 し

て「 伝 」 の よ う に 冷 た い 態 度 で は な く 、そ の 魅 力 を 引 き 出 す 工 夫 を し て い る 。

「 麗 」は 各 所 で「 歌 」の 語 を 摂 取 し 、「 歌 」の そ れ に 近 い 貴 妃 象 を 提 出 し て

い る 。 ま た 、 さ ら に 、 「 麗 」 は ど う や ら 「 李 夫 人 」 を も 重 要 な 素 材 と し て 、

作 成 さ れ て い る と 思 わ れ る 。

こ れ ら の こ と か ら 、「 麗 」は 、そ の 主 題 と 表 現 に お い て は 、「 伝 」か ら は か

な り 遠 く 、 「 歌 」 と 「 李 夫 人 」 の 間 に 位 置 す る 作 だ と い っ て い い 。

「 歌 」 が 愛 の 無 限 の 力 へ の 感 嘆 を 表 明 す る の に 比 べ れ ば 、 「 麗 」 は 「 尤 物 」

(絶 世 の 美 女 )の 魅 力 (=魔 力 )を 描 き 、美 女 を 好 き に な っ た ら 自 ら を 制 御 す る こ

と が で き な い 愛 の 深 い 力 へ の 感 嘆 を 述 べ て い る 。 「 李 夫 人 」 が 美 女 の 虜 と な
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ら な い よ う に と の 訓 戒 を 目 的 と し た で あ る の に 比 べ れ ば 、 「 麗 」 は 、 「 李 夫

人 」 よ り も 「 尤 物 」 の 魅 力 を 存 分 に 表 現 し 、 如 何 と も し が た く そ の 虜 と な っ

て し ま う 天 子 を 描 い て 、 訓 戒 に 力 を 注 い で い な い 。 「 麗 」 は 、 「 歌 」 と 「 李

夫 人 」 の 間 に 位 置 し 、 「 歌 」 に よ り 近 い 作 と 見 て い い 。

「 麗 」 と 「 伝 」 の 先 後 関 係 に つ い て は 、 す で に 卑 見 を 述 べ た 。 私 は 、 「 伝 」

が 陳 鴻 本 来 の 作 で あ り 、 「 麗 」 は 、 後 の 人 が 、 「 伝 」 「 歌 」 「 李 夫 人 」 を 素

材 と し て ア レ ン ジ し た 、 新 た な 創 作 だ と 見 る 。

  付 け 加 え れ ば 、 私 は 何 よ り も 単 純 な 理 由 で 、 「 伝 」 こ そ は 、 陳 鴻 の 本 来 の

作 あ る い は そ れ に 近 い も の だ と 考 え る 。 な ぜ な ら 、 金 沢 本 の ｢長 恨 歌 伝 ｣、 す

な わ ち 、 「 伝 」 は 、 今 日 伝 わ る 最 も 古 い 、 白 居 易 自 身 に よ っ て 認 め ら れ 、 白

氏 生 前 か ら 世 に 伝 わ る「 長 恨 歌 伝 ｣で あ り 、文 字 の 異 同 や 内 容 上 の 比 較 を 経 ず

と も 、『 文 集 』所 収 の ｢伝 ｣こ そ は 、本 来 の も の (今 、 ｢伝 ｣諸 種 の 間 の 文 字 の 異

同 は 問 題 に し な い )だ と 認 め る の が あ た り ま え の 見 方 で は な い だ ろ う か 。

無 論 、 『 文 集 』 の 編 成 の 前 の 事 情 と し て 、 「 麗 」 が 陳 鴻 の 原 作 で あ り 、 白

居 易 は そ れ を 「 伝 」 に 改 変 し て 、 『 白 氏 長 慶 集 』 (長 慶 四 年 [824]に 成 る )以 下

の 『 文 集 』 に 収 載 し た と 考 え る こ と も 、 可 能 性 と し て あ り 得 な い こ と で は な

い 。 だ が 、 な ら ば 、 「 麗 」 の 文 章 が 何 ら か の 形 で 、 『 文 集 』 の 「 伝 」 と は 別

に 伝 わ っ て い た も の が 、 「 麗 情 集 」 に 収 載 さ れ 、 そ れ が 『 文 苑 英 華 』 に 附 載

さ れ … … と い う 経 緯 を た ど っ た こ と に な る 。銭 鍾 書 が 指 摘 す る よ う に 、「 麗 」

が 北 宋 初 期 に 読 ま れ て い た こ と を 示 す 資 料 は あ る が （ ９ ） 、 わ ず か 一 例 に 過

ぎ な い 。 元 和 年 間 か ら 唐 末 に か け て 、 「 麗 」 が 読 ま れ た と お ぼ し き 資 料 は 他

に な い 。 「 麗 」 は 北 宋 初 期 に 誰 か に よ っ て 作 ら れ た と 考 え る の が 自 然 で は な

い だ ろ う か 。

ま た 、 誤 字 の 多 さ や 脱 字 の あ る こ と 、 難 読 箇 所 が 幾 つ か あ る こ と な ど を 考

え る と 、 「 麗 情 集 」 「 京 本 大 曲 」 に 収 載 さ れ る ま で 人 の 目 に 触 れ る こ と が 稀

で あ っ た 可 能 性 が 高 い (通 行 し 多 く の 人 が 読 む テ キ ス ト の 文 字 は 、わ か り や す

い よ う に 改 め ら れ て い く の が 常 だ か ら ）。「 麗 」の 誤 字 ･脱 字 や 難 読 箇 所 の 存

在 は 、 元 和 初 年 か ら ほ ぼ 200 年 間 、 ほ と ん ど 人 の 目 に 触 れ ず に 来 た た め と 見

る よ り は 、 そ れ が 北 宋 初 期 に 成 っ た も の で あ り 、 未 だ 多 く の 人 が 読 む だ け の

時 間 を 経 過 し て い な か っ た た め の 現 象 だ と 見 る の が 自 然 で は な か ろ う か 。
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「 麗 」 は 、 『 文 集 』 の 「 伝 」 を 下 敷 き に し て お び た だ し い 改 変 を 加 え る と

と も に 、 「 歌 」 の 表 現 を 大 量 に 摂 取 し 、 「 李 夫 人 」 を も 参 考 に し て 、 北 宋 初

期 に 制 作 さ れ た も の で あ る 。 そ の 主 題 は 、 「 歌 」 に 極 め て 近 く 、 天 子 が 「 尤

物 」を 愛 し て し ま っ た 時 の 、愛 の い か ん と も し が た い 深 い 力 (魅 力 に し て 魔 力 )

へ の 感 嘆 に あ る 。

拙 文 の 課 題 は 以 上 で 終 え た 。 本 文 中 に 示 し た 、 さ ら に 追 究 し 解 決 す べ き さ

ま ざ ま な 問 題 に つ い て は 、 後 日 の 課 題 と し た い 。

注

（ １ ） 「 麗 情 集 」 は ､『 郡 斎 読 書 志 』 後 志 巻 二 に 二 十 巻 が 著 録 さ れ ､「 右 皇 朝

張 君 房 唐 英 編 古 今 情 感 事 」 と 記 さ れ て い る ｡張 君 房 は 景 徳 (1004～ 1007 )の 進

士 ｡「 麗 情 集 」 は 現 在 散 佚 し て 伝 わ ら な い が ､程 毅 中 「 ≪ 麗 情 集 ≫ 考 」 (「 文

史 」 11､中 華 書 局 、 1981)に 、 『 類 説 』 『 紺 珠 集 』 『 緑 窓 新 話 』 『 文 苑 英 華 』

等 の 諸 書 か ら 四 十 条 近 く の 逸 文 が 集 め ら れ て い る ｡作 品 は お お む ね 女 性 に 関

す る 故 事 を 綴 っ た も の ｡「 京 本 大 曲 」 は ､撰 者 不 詳 ｡李 剣 国 『 唐 五 代 志 怪 伝 奇

叙 録 』(南 開 大 学 出 版 社 ､1993 . 12 )は ､「 疑 う ら く は 散 韻 相 い
ま じ
間 わ り ､散 は 則

ち 「 麗 情 集 」 所 載 の 伝 文 を 取 り ､韻 は 則 ち 白 居 易 が 歌 或 い は 自 製 の 曲 詞 を 取

る … … 」 (328 頁 )と 述 べ る が ､「 京 本 大 曲 」 の 実 際 が ど う だ っ た か は 不 明 ｡書

名 か ら 見 て お そ ら く 「 詞 曲 」 の 類 だ っ た ろ う (以 上 ､「 澤 崎 」 を 節 略 し た ) ｡

な お 『 文 苑 英 華 』 が 本 文 と し て 挙 げ る ｢長 恨 歌 伝 ｣は 、 『 文 集 』 所 載 の ｢長 恨

歌 伝 ｣と ほ ぼ 同 じ で あ る 。そ の 文 字 は 金 沢 本 及 び 刊 本 系『 文 集 』所 載 の ｢長 恨

歌 伝 ｣の 文 字 と ほ ぼ 一 致 す る が 、 一 致 し な い 文 字 も 少 な く な い 。 こ れ は 別 個

の 書 誌 学 上 の 問 題 で あ り 、 拙 文 で は そ の ち が い を 考 慮 す る 必 要 は な い 。

（ ２ ） 『 太 平 広 記 』 以 前 に ｢長 恨 歌 伝 ｣と い う 固 有 名 詞 と し て の 題 名 は 見 え な

い 。『 太 平 広 記 』の「 長 恨 伝 」の 名 称 に つ い て 、太 田 次 男『 旧 鈔 本 を 中 心 と

す る 白 氏 文 集 諸 本 の 研 究 』(勉 誠 出 版 、1997.2 )第 三 章 二 節（ １ ）「「 長 恨 歌 」

｢長 恨 歌 伝 ｣の 本 文 」は 、後 に 伝 奇 が 盛 行 し て 、陳 鴻 の 伝 が 一 層 愛 好 さ れ る よ

う に な り 、そ の 際 に 、｢鶯 鶯 歌 ｣に 対 す る ｢鶯 鶯 伝 ｣の よ う に 、「 長 恨 伝 」と 名

づ け ら れ た の だ ろ う と す る (中 巻 350 頁 )。

（ ３ ）魯 迅 は「 伝 」が 本 来 で あ り「 麗 」は 、後 人 が 増 損 し た も の と す る（『 中
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国 小 説 史 略 』 第 八 篇 「 唐 之 伝 奇 文 (上 )」 、 『 唐 宋 伝 奇 集 』 「 稗 辺 小 綴 」 ） 。

「 麗 」が 陳 鴻 の 原 作 だ ろ う と の 説 を 早 く 述 べ た の は 、陳 寅 恪『 元 白 詩 箋 証 稿 』

で あ る 。 次 の よ う に い う 。 「 又 た 両 本 の 伝 文 を 取 り て 之 れ を 読 む に ､即 ち 通

行 本 の 文 は 麗 情 本 よ り も
や
較 や

よ
佳 き を 覚 ゆ ｡頗 る 疑 う 麗 情 本 は 陳 氏 の 原 文 に

し
為

て ､通 行 本 は 楽 天 の 刪 易 す る 所 を 経 た る か と 」 (1950 年 初 出 。 「 上 海 古 籍 出

版 社 」[1978 . 3] 4 4 頁 に 依 る )。両 伝 を 論 じ た 従 来 の 中 日 両 国 の 説 に つ い て は 、

『 周 』第 二 章 第 一 節「 ≪ 長 恨 伝 ≫ 版 本 考 訂 (上 )」が 整 理 し て い る の で そ れ に

拠 ら れ た い 。中 国 に お け る 最 近 の 著 で 比 較 作 業 を し て い る も の と し て 、他 に 、

張 中 宇 『 白 居 易 ≪ 長 恨 歌 ≫ 研 究 』 (中 華 書 局 、 2005. 9 )第 五 章 第 四 節 「 ｢長 恨

歌 伝 ｣不 同 版 本 所 反 映 的 封 建 文 人 的 理 解 与 評 価 」(197 頁 ～ 199 頁 )が あ る 。張

氏 は 、「 麗 」(張 は「 麗 情 集 」本 と す る )が 陳 鴻 原 作 で 、｢伝 ｣(張 は「 通 行 本 (或

『 文 苑 英 華 』本 )」と い う )は 後 に 意 を 持 っ て「 増 易 」し た も の と し 、そ の 理

由 を 以 下 の よ う に 述 べ る 。 ｢伝 ｣が 字 数 は 約 1700 字 で 、 「 麗 」 よ り も 約 200

字 多 く 、内 容 も 完 備 し て い る 。表 現 を 見 る に 、「 麗 」の 方 が 文 学 的 興 趣 に 富

み 思 い を そ の ま ま に 述 べ て い て 本 来 に 近 い 。 ｢伝 ｣は 簡 明 で 平 易 暢 達 で あ り 、

多 く の 推 敲 が 成 さ れ た も の に ち が い な い 。そ の 推 敲 は 、「 歌 」の 影 響 を 受 け

て い る 。例 え ば 識 語 の「 意 者 不 但 感 其 事 ,亦 欲 惩 尤 物 ,… … 」は 、勅 命 を 受 け

て『 文 苑 英 華 』を 編 ん だ 李 昉 等 が 、「 歌 」の 創 作 目 的 は「 懲 戒 」に 在 る こ と

を 強 調 す る た め に 記 し た も の だ 。た だ し 、張 中 宇 は 、「 麗 」も ｢伝 ｣も 、「 歌 」

が 鑑 誡 を 目 的 と し て 作 っ た も の だ と い う 意 を 伝 え る 点 で 、｢伝 ｣が「 麗 」よ り

も「 鮮 明 有 力 」だ と し て お り (199 頁 )、両 者 の 本 質 的 な 違 い を 捉 え て い な い 。

質 量 両 面 で 、 こ の 比 較 は 不 十 分 と 見 る 。

（ ４ ）「 伝 」「 歌 」の 原 文 は 、太 田 上 掲 書 の 金 沢 本 の 文 字 (「 基 本 異 同 表 」359 -3 70

頁 、「 翻 字 」 411-42 0 頁 、「 註 」 426- 4 30 頁 )に 拠 る 。た だ し 、こ こ に 一 々 は

記 さ な い が 、太 田 が 言 及 し な い 箇 所 が あ る た め 、な お 確 定 し が た い 文 字 が 時

と し て あ る 。そ れ つ い て は 、豊 原 奉 重 の「 校 注 」お よ び 刊 本 系 の 文 字 を 参 考

に し 、 私 の 意 に よ っ て 定 め た 。

（ ５ ） 『 杜 詩 詳 注 』 巻 二 十 五 「 唐 故 徳 儀 贈 淑 妃 皇 甫 氏 神 道 碑 」 の 黄 鶴 考 訂 に

こ の 碑 は 天 宝 四 年 に 建 て ら れ た も の と す る 。『 周 』は こ れ を 是 と し て 、文 中

「 制 曰 、故 徳 儀 皇 甫 氏 … … 宜 登 四 妃 之 列 、式 旌 六 行 之 美 、可 册 贈 淑 妃 」(『 杜
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詩 詳 注 』 [中 華 書 局 、 1979. 10 ]第 5 冊 2224 頁 )と あ る の と 合 わ せ て 、 天 宝 四

載 の 前 に 玄 宗 は 四 妃 の 制 を 復 活 さ せ た と す る 。

（ ６ ） 「 后 夫 人 」 は 皇 后 ｡『 礼 記 』 「 曾 子 問 」 に 「 曾 子 問 い て 曰 く 、 諸 侯 相 い

見 る に 、揖 譲 し て 門 に 入 る も 、礼 を 終 う る を 得 ず し て
や
廃 む る こ と 幾 ば く ぞ と 。

孔 子 曰 く 、六 な り と 。之 れ を 請 い 問 う 。曰 く 、天 子 崩 ず る と 、大 廟 に 火 あ る

と 、日 食 と 、后 夫 人 の 喪 と 、雨 ふ り 服 を 霑 し て 容 を 失 う と は 則 ち 廃 む と 」と

あ る の は 、 そ の わ か り や す く 確 か な 例 。 た だ し こ こ は ､皇 后 の 意 で は あ り え

な い 。玄 宗 の 皇 后 、貞 順 皇 后 武 氏 即 ち 即 ち 武 恵 妃 も 、元 献 皇 后 楊 氏 も 開 成 年

間 に 薨 じ て い る (そ れ ぞ れ の 語 注 を 見 よ )。こ の「 后 夫 人 」は 、「 伝 」に い う

「 三 夫 人 」 等 を 指 す と 考 え る 。

（ ７ ） 「 澤 崎 」 は 、 「 金 鈿 翠 羽 」 を 、 「 金 釵 鈿 合 」 と 取 り 、 「 後 に 仙 界 に お

い て 太 真 が 方 士 に こ れ を 誓 い の 品 と し て 渡 す と い う 設 定 が 出 来 な く な っ て

し ま う の で は な い か 。物 語 は 矛 盾 を き た す か の よ う だ 」と 問 題 を 設 定 し 、次

の よ う に い う 。 清 ･洪 昇 「 長 生 殿 」 で は 、 貴 妃 が 亡 く な る 時 に 、 金 釵 鈿 合 を

共 に 埋 葬 す る よ う に 高 力 士 に 頼 ん で お り 、金 釵 鈿 合 は 、貴 妃 と と と も に 仙 界

に 行 き 、こ れ が 仙 界 に や っ て き た 方 士 に 手 渡 さ れ る こ と に な っ て い る 。「 麗 」

は 、玄 宗 自 ら が 金 釵 鈿 合 を 拾 い 、貴 妃 の 亡 骸 と と も に 埋 葬 し 、こ れ が 貴 妃 と

共 に 仙 界 に 持 っ て い か れ た と い う 展 開 に し て い る の だ ろ う 。だ が 、私 は 、「 金

鈿 翠 羽 」を「 金 釵 鈿 合 」と 同 一 物 だ と 考 え る 必 要 は な い と 思 う 。「 金 鈿 」「 金

釵 」 は 黄 金 の か ん ざ し だ が 、 「 翠 羽 」 と 「 鈿 合 」 は 別 物 で あ る 。

（ ８ ） 遠 藤 寛 一 「 「 長 恨 歌 」 の 研 究 （ 二 ） ― 楊 貴 妃 に 喩 え ら れ た “ 花 ” を 巡

っ て ― 」 （ 「 駒 木 原 国 文 」 七 、 一 九 九 六 ・ 三 ） は 、 「 歌 」 が 貴 妃 を 、 牡 丹 に

は 喩 え ず 、 芙 蓉 に 喩 え て い る 理 由 に つ い て 、 次 の よ う に い う 。 「 牡 丹 芳 」 ･

「 買 花 」な ど の 詩 か ら 伺 わ れ る よ う に 、妖 艶 に し て 濃 麗 、時 に 軽 薄 さ を 伴 う

芳 し か ら ざ る 女 性 が 、牡 丹 の よ う な 女 性 像 で あ る 。こ れ に 対 し て 、芙 蓉 は 秋

が 深 ま り も の 寂 し さ を 感 じ る 中 で 、柔 ら か に 咲 く 艶 や か な 花 で あ る 。霜 に も

耐 え 抜 く そ の 姿 は ひ た む き な 、 そ れ で い て 精 神 的 に 強 い 女 性 そ の も の で あ

る 。だ か ら 、居 易 が 「 歌 」で 描 い た 楊 貴 妃 像 は 、 妖 艶 好 色 、 野 心 を 抱 い た 女

性 で は な く 、 玄 宗 に 尽 く す ひ た む き な 女 性 で あ っ た 。

（ ９ ） 『 周 』 は 、 銭 鍾 書 『 管 錐 編 』 第 二 冊 「 太 平 広 記 二 一 ○ 巻 四 八 六 」
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に 、『 青 瑣 高 議 』前 集 巻 六 秦 醇 「 趙 飛 燕 別 伝 」に 「 昭 儀 坐 其 中 、 若 三 尺 寒 泉

浸 明 玉 」の 語 が あ り 、こ れ は 「 麗 」 の 「 清 瀾 三 尺 、 中 洗 明 玉 」を 意 識 し た も

の だ と い う (第 二 冊 835 頁 )の を 承 け て 、次 の よ う に い う 。『 青 瑣 高 議 』の 編

集 者 は 劉 斧 。 劉 斧 は 、 北 宋 の 仁 宗 ･哲 宗 の 時 の 人 だ か ら 、 秦 醇 の 在 世 は こ れ

よ り も 早 い 。 秦 醇 と 『 麗 情 集 』 の 編 者 張 君 房 と の 生 き て い た 時 期 が 近 い か 、

秦 醇 が さ ら に 早 い 可 能 性 が あ る 。銭 鍾 書 ･周 相 録 の 指 摘 は 、北 宋 初 期 に「 麗 」

(「 麗 情 集 」 の 「 長 恨 歌 伝 」 も し く は 単 行 し て い て 後 「 麗 情 集 」 に 録 さ れ る

「 長 恨 歌 伝 」 )が 読 ま れ て い た こ と の 一 証 に な る 。

語 注 （ 段 落 ご と に ま と め る ）

[1] *六 符 炳 靈 ― 「 六 符 」 は 三 台 六 星 の
し る し
符 験 を い う 。 『 漢 書 』 巻 六 五 「 東 方

朔 伝 」に 「 願 わ く は 泰 階 六 符 を
の
陳 べ 、以 て 天 変 を 観 、 省 せ ざ る 可 か ら ず 」と

あ り 、 顔 師 古 注 に 「 孟 康 曰 く 、 泰 階 は 三 台 な り 、 毎 台 に 二 星 、凡 て 六 星 。符

は 、 六 星 の 符 験 な り 」 と い う 。 「 炳 靈 」 は ､あ き ら か な 威 霊 。 ま た 、 威 霊 を

明 ら か に す る こ と 。左 思「 蜀 都 賦 」 (『 文 選 』巻 六 )に「 近 き は 則 ち 江 漢 の 炳

霊 、 世 よ 其 の 英 を 戴 く 」 と あ る 。 *旰 食 ― 時 刻 は ず れ に お そ く 食 事 を と る 意

(『 左 伝 』昭 公 二 十 年 に 「 楚 君 大 夫 は 其 れ 旰 食 か 」 と あ る )で 、天 子 が 政 務 に

没 頭 す る こ と 。 *右 丞 相 ― 「 丞 相 」 は 行 政 の 中 央 最 高 官 庁 で あ る 尚 書 省 の 次

官 (従 二 品 )。玄 宗 の 開 元 元 年 (713)に 僕 射 を 丞 相 と 改 称 し た (『 旧 唐 書 』巻 四

二 「 職 官 志 一 」 )。 唐 代 は 長 官 で あ る 令 を 置 か な か っ た か ら 、 左 右 丞 相 が 事

実 上 の 宰 相 と な る 。 *端 拱 ― 端 然 と 手 を 拱 く 。 人 君 が 無 為 に し て 天 下 を 治 め

る 義 。 *儲 思 ― ひ た す ら に 思 う の 意 。 揚 雄 「 劇 秦 美 新 」 (『 文 選 』 巻 四 八 )に

「 豈 に 知 ら ん や 新 室 は 心 を 委 し 意 を 積 み 、思 い を 儲 え て 務 め を 垂 れ 、旁 ら 穆

穆 を 作 し て 、明 旦 に 寐 ね ず 、勤 勤 懇 懇 な る 者 は 、秦 の 為 に 非 ざ る を 」と あ る 。

*元 獻 皇 后 ― 姓 は 楊 、弘 農 華 陰 の 人 。粛 宗 の 生 母 。開 元 十 七 年 (729)に 没 し た

(『 旧 唐 書 』 巻 五 二 「 后 妃 伝 下 」 )。 *武 惠 妃 ― 貞 順 皇 后 武 氏 。 『 旧 唐 書 』 巻

五 一「 后 妃 上 」に「 玄 宗 貞 順 皇 后 武 氏 … … 上 即 位 す る や 漸 く 恩 寵 を 承 く 。…

… 特 に 賜 り 号 し て 恵 妃
． ．

と 為 す 。宮 中 礼 秩 、一 に 皇 后 と 同 じ 」と あ り 、『 新 唐

書 』 巻 七 六 「 后 妃 上 」 に も 、 「 玄 宗 貞 順 皇 后 武 氏 … … 時 に 王 皇 后 廃 せ ら る 。

故 に 恵 妃
． ．

に 進 冊 す 、 其 の 礼 秩 は 皇 后 に 比 す 」 と あ る 。 開 元 二 十 七 年 (739)に
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薨 じ た 。 *忽 忽 焉 ― 「 忽 忽 」 は 失 意 の さ ま 。 司 馬 遷 「 報 任 少 卿 書 」 (『 文 選 』

巻 四 一 )に 「 居 れ ば 則 ち 忽 忽 と し て
う し な
亡 う 所 有 る が 若 し 」 と あ る 。

[2] *命 婦 ― 天 子 か ら 封 号 を 授 か っ た 婦 人 を い う 。宮 中 で 天 子 に 仕 え る 妃 ･嬪 ら

を 内 命 婦 と い い 、宮 廷 外 で そ の 夫 や 子 に 由 来 す る 封 号 を 授 か っ た 者 を 外 命 婦

と い う 。 *熠 燿 ― 光 り 輝 く さ ま 。

[3] *纖 穠 有 度 ― 繊 細 さ と 豊 満 さ が ち ょ う ど 中 庸 を 得 て い る 。 似 た 表 現 と し て

曹 植「 洛 神 賦 」（『 文 選 』巻 一 九 ）に「
じ ょ う せ ん
穠 纖 は

ち ゅ う
衷 を 得 、

し ゅ う
修

た ん
短

は 度 に 合 す (太 り 具 合 も 中 く ら い で 、 丈 の 高 さ も ち ょ う ど よ い )」 が あ る 。 *

后 夫 人 ― 注 (6)を 見 よ 。

[4] *泥 金 五 嶽 ― 五 嶽 (東 の 華 山 ･南 の 衡 山 ･西 の 崋 山 ･北 の 恒 山 、中 央 の 嵩 山 )で

封 禅 の 儀 式 を 行 う 。「 泥 金 」は 、封 禅 の 儀 式 で 用 い る 祭 文 に 金 泥 で 封 を す る 。

こ こ は 、 そ の 儀 式 を 執 り 行 う こ と を い う 。 *婉 孌 便 佞 ― 「 婉 孌 」 は 、 と し わ

か く 美 し い さ ま 。 『 詩 経 』 齊 風 「 甫 田 」に 「
え ん
婉 た り

れ ん
孌 た り 、総 角

か ん
丱 た

り (う つ く し い か わ い ら し い 、あ げ ま き が あ ど け な い )」と あ り 、そ の 古 注 で

あ る 「 毛 伝 」 に 「 婉 孌 は
わ か
少 く し て

う る わ し
好 き 貌 」 と あ る 。「 便 佞 」 は 、 言

葉 た く み に 人 の 機 嫌 を 取 り 、 へ つ ら う こ と 。 *上 宮 ― 上 陽 宮 。

[5] *通 侯 ― 秦 漢 時 代 の 爵 位 の 名 。二 十 級 あ る 爵 位 の 最 高 位 (『 漢 書 』巻 一 九 上

「 百 官 公 卿 表 上 」)。*大 長 公 主 ― 天 子 の 父 方 の お ば 。女 性 の 爵 位 と し て は 最

高 級 (『 通 典 』 巻 三 一 「 職 官 十 三 」 )。

[6] *羯 胡 ― 北 方 の 異 民 族 を 指 す 。 安 禄 山 を 明 示 す る こ と を 避 け て 、 こ の 語 を

用 い た 。 *氂 纓 盤 水 ―「 氂 纓 」 は 、か ら う し の 毛 で 作 っ た 冠 の ひ も 。 「 盤 水 」

は「 盤 水 加 剣 」。罪 に 服 す る も の が 水 を 盛 っ た 盤 に 剣 を の せ る 。盤 水 は 法 の

公 平 に か た ど り 、 剣 は 自 勁 を 意 味 す る 。例 え ば『 漢 書 』巻 四 八 「 賈 誼 伝 」 に

引 く 上 疏 文 に「 其 の 大 譴 大 何 (訶 )の 域 に 在 る 者 は 、譴 何 と 聞 け ば 則 ち 白 冠 氂

纓 し 、 盤 水 に 剣 を 加 え て 、 請 室 に 造 り て
つ み
辠 を 請 う 」 と あ る 。 *蕙 心 紈 質 ―

美 人 の 身 心 の う る わ し い 形 容 。 「 蕙 」 は か お り ぐ さ 、「 紈 」は し ろ ぎ ぬ 。王

勃「 七 夕 賦 」(『 王 子 安 集 』巻 一 )に「 金 声 玉 韻 、蕙 心 蘭 質 」と あ り 、鮑 照「 蕪

城 賦 」 (『 文 選 』 巻 十 一 )に 「 東 都 妙 姫 、 南 国 麗 人 。 蕙 心 紈 質 、 玉 貌 絳 脣 」 と

あ る 。 *叔 向 母 云 … … ― 『 春 秋 左 氏 伝 』 昭 公 二 十 八 年 に 「 (叔 向 の 母 )吾 れ 之

れ を 聞 く 、甚 だ 美 な る は 必 ず 甚 だ 悪 な る こ と 有 り 。… … 天 は 美 を
こ
是 れ に

あ つ
鍾
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む 。
ま さ
将 に 必 ず 是 れ を 以 て 大 い に 敗 る る こ と 有 ら ん 」 と あ る 。 *李 延 年 歌 曰

… … ― 『 漢 書 』 巻 九 十 七 上 に 「 延 年 上 に 侍 り
た
起 ち て 舞 い 歌 い て 曰 く 、 北 方

に 佳 人 有 り 、絶 世 に し て 独 り 立 つ 。一 顧 す れ ば 人 城 を 傾 け 、再 顧 す れ ば 人 の

国 を 傾 く 。
な
寧 ん ぞ 知 ら ざ ら ん 傾 城 と 傾 国 と 、 佳 人 再 び は 得 難 し 」 と あ る 。

[7] *狩 ― 巡 狩 に 同 じ 。 天 子 が 諸 侯 の 治 め る 国 を 視 察 す る こ と 。 こ こ は 天 子 の

逃 避 行 を 婉 曲 に 表 現 し て い る 。*粤 ― 発 語 の 辞 と 取 る 。*曰 ― 発 語 の 助 字 と 取

る 。 *修 養 南 宮 ― 「 修 養 」 は 父 母 の 側 に 仕 え て 孝 養 を 尽 く す こ と 。 こ こ は 、

肅 宗 が 父 玄 宗 を 南 宮 (南 内 と も い う )で 静 養 さ せ た こ と を 指 す 。「 南 宮 」は 長

安 の 興 慶 宮 。 *宸 衷 ― 天 子 の み 心 。 *淥 池 ― 「 淥 」 は 清 い の 意 。

[8] *上 清 ― 道 教 で 神 仙 の 住 む 天 上 世 界 。玉 清 ･太 清 ･上 清 の 三 階 級 が あ る 。 *大

羅 天 ― 想 像 上 の 天 界 の 一 。単 に 天 上 の 意 に も 用 い 、ま た 仙 界 の 意 に も 用 い る 。

*地 府 ― 冥 土 。 *瑯 輿 ― 瑯 は 玉 の 一 種 。 玉 の 輿 。 *雲 蓋 ― 五 色 の 雲 を 蓋 と し た

も の 。

[9]*洞 天 ― 神 仙 の い る 所 。 十 六 洞 天 、 三 十 六 小 洞 天 の 類 。 *露 綃 帔 ― 「 綃 」 は

う す ぎ ぬ 。 「 露 」は う る お い の 意 か 。 「 帔 」 は う ち か け 、そ で な し の 衣 。露

し た た る よ う な う る お い の あ る う す ぎ ぬ の う ち か け 。 *姑 射 山 ― 仙 人 の 住 む

と い う 山 。『 荘 子 』逍 遥 遊 に「
は る
藐 か な る

こ や
姑 射 の 山 に 神 人 の

す
居 め る 有 り 」と

あ る 。 *新 垣 平 之 詐 ― 「 新 垣 平 」 は 、 前 漢 文 帝 期 の 方 士 。 空 の 雲 気 を 見 て 人

事 の 吉 凶 を 占 う 術 に よ っ て 重 用 さ れ た が 、 そ れ を 詐 欺 だ と 上 告 す る 者 が 現

れ 、 誅 せ ら れ た (『 史 記 』 巻 二 十 八 「 封 禅 書 」 、 『 漢 書 』 巻 二 十 五 上 「 郊 祀

志 上 」 )。

[10] *欽 容 低 肩 ― 「 欽 」 は つ つ し む 。 「 欽 容 」 で 、 か し こ ま る の 意 。 「 低 肩 」

は 不 詳 。

[11]*玄 宗 内 傳 ― 逸 文 ｡『 周 』 は 、 李 商 隠 「 碧 城 三 首 」 其 三 の 結 句 「 武 皇 内 傳

分 明 在 、 莫 道 人 間 總 不 知 」 の 「 武 皇 内 傳 」 が そ れ だ と の 説 を 紹 介 す る (同 書

38 頁 脚 注 )。 だ が 、 商 隠 詩 の 諸 注 が 指 摘 す る よ う に 、 「 武 皇 内 傳 」 は 、 班 固

撰 (恐 ら く 魏 晋 の 人 の 偽 託 )と し て 伝 わ る 漢 武 帝 を 主 人 公 と す る 『 漢 武 内 伝 』

だ ろ う 。

追 記 ：
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拙 文 は 、「 日 本 現 存『 白 氏 文 集 』那 波 本 諸 本 の 調 査 収 集 と 諸 本 の 比 較 研 究 」

(基 盤 研 究 (C)、平 成 20 年 度 ～ 平 成 22 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 )の 成 果 の 一 部 で

あ る 。


